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第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

 

 

　■特別講演 1 
1 月 27 日（土）　9:30～10:30　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：田辺　和史（日本赤十字社和歌山医療センター 薬剤部） 

SL1          薬学教育の現状と将来　ー新設公立大学薬学部からの視点ー 
○太田

おおた

　　茂
しげる

  
和歌山県立医科大学薬学部 
 

　■特別講演 2 
1 月 28 日（日）　11:00～12:30　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：下川　福子（独立行政法人　労働者健康安全機構　和歌山労災病院　薬剤部） 

SL2          COVID-19　これまでとこれから 
○忽那

くつな

　賢志
さとし

 
大阪大学大学院医学系研究科　感染制御医学講座 
 

　■特別企画　 
1 月 27 日（土）　13:45～14:45　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：吉田　　薫（和歌山県立医科大学附属病院薬剤部） 

              きれいを　こころに　未来に！  ～長年の肌研究とメイクアップの知見から～ 
花王グループカスタマーマーケティング株式会社 
 

　■教育講演 1 
1 月 27 日（土）　11:00～12:00　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：奥田　真弘（大阪大学医学部附属病院薬剤部） 

EL1         医療 DXを含め病院薬剤師の将来をどう考えるか 
○磯部

いそべ

総一郎
そういちろう

 
日本 OTC医薬品協会 
 

　■教育講演 2 
1 月 28 日（日）　11:00～12:00　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：木村　泰巳（紀南病院 薬剤部） 

EL2         ユーグレナKishu 株の発見と利用 
○中村
なかむら

　　允
まこと

　 
和歌山県工業技術センター食品開発部 

　プログラム
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挑戦・進化・革新 ～DX時代に求められる薬剤師～

　■シンポジウム 1　医療ＤＸの推進と展望　～その取り組み事例～ 
1 月 27 日（土）　13:45～15:45　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 
座長：多喜　和夫（日本赤十字社　和歌山医療センター　薬剤部・IT推進室） 

小枝　伸行（八尾市立病院　事務局）））））））））））））））））））））））））））））））） 

S1-1          医療 DXの取り組みについて 
○久保

く ぼ

慎一郎
しんいちろう

 
厚生労働省医政局特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室 

S1-2          医療 ITの歩みと医療DXの展望～八尾市立病院の事例を含めて～ 
○小枝

こえだ

　伸行
のぶゆき

 
八尾市立病院　事務局 

S1-3          電子処方箋の光と影～電子処方箋を発行してわかったこと～ 
○荒川

あらかわ

　隆之
たかゆき

 
長久堂野村病院診療支援部薬剤科 

S1-4          医療 DX推進におけるRPA活用の可能性 
○小川

おがわ

　暁生
あきお

 
近江八幡市立総合医療センター　薬剤部 
 

　■シンポジウム 2　薬物療法における医療DX～医療現場からのデジタル革命～ 
1 月 27 日（土）　16:15～18:15　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：小枝　伸行（八尾市立病院　事務局））））））））））））））））） 
岩城　晶文（社会医療法人愛仁会　千船病院　薬剤科） 

S2-1          医療 DXの中で薬剤師が果たす役割と情報リテラシー 
○池田

いけだ

　和之
かずゆき

 
奈良県立医科大学附属病院薬剤部 

S2-2          用法マスタと処方チェックデータのデータドリブンなDX戦略 
～電子カルテ更新に向けた薬剤師の役割と挑戦～ 
○岡橋

おかはし

　孝侍
こうじ

 
京都第二赤十字病院 薬剤部／医療情報室 

S2-3          医療 DXにおけるサステナビリティな医薬品情報管理 
○山中

やまなか

　理
さとる

 
市立大津市民病院　薬剤部医薬品情報管理室・医療情報システム室 

S2-4          効率化をもたらす医療DXと情報の取り扱い 
○西川

にしかわ

　満則
みつのり

 
大阪大学医学部附属病院　薬剤部 
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第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

　■シンポジウム 3　緩和医療の更なる発展・充実に向けた教育体制・認定制度の強化 
1 月 27 日（土）　10:45～12:15　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：中川　貴之（和歌山県立医科大学薬学部病院薬学研究室／附属病院薬剤部） 
岡本　禎晃（市立芦屋病院　薬剤科））））））））））））））））））））））））））））））））））） 

S3-1          日本緩和医療学会専門医育成の Strategy 
○月山
つきやま

　　淑
よし

 
和歌山県立医科大学麻酔科学講座　附属病院腫瘍センター緩和ケアセンター 

S3-2          臨床薬剤師の育成を目指して～緩和医療における卒前教育～ 
○中川
なかがわ

　左理
さ り

 
神戸学院大学薬学部 

S3-3          薬局薬剤師に必要な緩和医療領域における薬物療法スキルと課題 緩和医療薬局
認証制度設計から見えるもの 
○小林
こばやし

　篤史
あつし

 
株式会社 佳林　カリン薬局 

S3-4          緩和医療専門薬剤師制度について 
○岡本
おかもと

　禎晃
よしあき

 
市立芦屋病院　薬剤科 
 

　■シンポジウム 4　地域フォーミュラリの実践的取り組み 
1 月 27 日（土）　13:45～15:15　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：友金　幹視（京都第二赤十字病院　薬剤部））） 
上田　豊実（日本赤十字社　大津赤十字病院） 

S4-1          当地域におけるフォーミュラリの進め方 ～過去から現在～ 
○小山

こやま

　晃生
あきお

 
紀南病院　薬剤部 

S4-2          当地域におけるフォーミュラリの進め方～現在から未来～ 
○山下
やました

　真経
まさのり

 
田辺薬剤師会副会長 

S4-3          八尾市における地域フォーミュラリ策定に向けた取り組み 
○小川

おがわ

　充恵
みつえ

 
八尾市立病院 

S4-4          地域フォーミュラリは地域医療連携の始まりの始まり－大阪市天王寺区の事例－ 
○小林
こばやし

　政彦
まさひこ

 
日本赤十字社　大阪赤十字病院　薬剤部 



27

挑戦・進化・革新 ～DX時代に求められる薬剤師～

　■シンポジウム 5　挑戦！患者急変時に考動できる薬剤師へ 
1 月 27 日（土）　15:30～17:00　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：岩内　大佑（医療法人社団洛和会　洛和会音羽病院） 
段林　正明（神戸大学医学部附属病院薬剤部））））））） 

S5-1          長期入院患者の不整脈 
○安川
やすかわ

乃里子
の り こ

 
愛知医科大学病院薬剤部 

S5-2          術後の意識変容に対して薬剤師ができること 
○岡崎
おかざき

裕太朗
ゆうたろう

 
神戸大学医学部附属病院薬剤部 

S5-3          検査時の血圧低下 
○田坂

たさか

　　健
けん

 
三重大学医学部附属病院薬剤部 

S5-4          担癌患者の呼吸困難 
○岩内
いわうち

　大佑
だいすけ

 
医療法人社団洛和会　洛和会音羽病院 
 

　■シンポジウム 6　医療の変化に対応する注射薬の安全管理～医薬品供給から投与まで～ 
1 月 27 日（土）　17:15～19:15　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：室井　延之（神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部） 
開　　浩一（安佐医師会病院　薬剤科））））））））））））））））））） 

S6-1          医薬品流通問題への薬学的視点に基づく取り組み 
○久米

く め

　　学
まなぶ

　 
神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部 

S6-2          どうする高額薬品の適正管理・適正使用 
○渡邊
わたなべ

　　篤
あつし

　 
地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院薬剤部 

S6-3          病態別の輸液栄養における個別化対応に向けての取組み ～開発から 30 年経過
したマルチバッグのメリットとデメリット～ 
○秋場

あきば

　沙希
さ き

 
関西医科大学総合医療センター薬剤部 

S6-4          大学における基礎と臨床の橋渡し研究 
○名徳
みょうとく

　倫明
みちあき

 
大阪大谷大学薬学部実践医療薬学講座 

共催：日本注射薬臨床情報学会 
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第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

　■シンポジウム 7　AMR（薬剤耐性）に立ち向かえ～AST薬剤師の専門性を活かして～ 
1 月 27 日（土）　10:45～12:15　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：柏木　秀美（ひだか病院　薬剤部））））））））））））））））））） 
土屋　陽平（社会福祉法人恩賜財団済生会和歌山病院） 

S7-1          和歌山県内 6施設の外来内服抗菌薬使用量調査から見えた課題 
○加藤

かとう

　　渓
けい

 
日本赤十字社和歌山医療センター 

S7-2          AMR時代の抗菌薬適正使用～大病院の視点から～ 
○木村

きむら

　光孝
みつたか

 
和歌山県立医科大学附属病院　感染制御部 

S7-3          中規模病院でのAST活動 
○岡田

おかだ

　雅弥
まさや

 
和歌山労災病院薬剤部 

S7-4          AMRへの取り組み　感染対策向上加算２の立場から 
○小山

こやま

　貴久
たかひさ

 
紀南病院薬剤部 
 

　■シンポジウム 8　医療Dxと共に進化する未来へ！ 今から始める腎臓病薬物療法 
1 月 27 日（土）　16:15～18:15　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：浦田　元樹（社会医療法人寿楽会　大野記念病院　薬剤部） 
古久保　拓（医療法人仁真会白鷺病院））））））））））））））））））） 

S8-1          患者情報を活かす！ 腎機能推算式と薬物投与設計の基本 
○角田

つのだ

　隆紀
たかき

 
社会医療法人　生長会　府中病院　薬剤部 

S8-2          医薬品副作用データベース報告を活かす薬剤性腎障害の基本 
○森住
もりずみ

　　誠
まこと

　 
社会医療法人寿楽会大野記念病院　薬剤部 

S8-3          医療 Dxを見据えた腎臓病薬物療法の実践 
○榊本
さかきもと

亜澄香
あ す か

 
日本赤十字社和歌山医療センター 

S8-4          医療 Dxを見据えた腎臓病薬物療法の地域連携 
○上野

うえの

　真美
ま み

 
たんぽぽ薬局和歌山日赤前店 

共催：関西腎と薬剤研究会 
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挑戦・進化・革新 ～DX時代に求められる薬剤師～

　■シンポジウム 9　専門領域から見る周術期薬物療法へのアプローチ 
1 月 27 日（土）　10:45～12:15　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：河崎　尚史（大阪公立大学医学部附属病院　薬剤部　兼　新規技術・医薬品審査部） 
起塚　美沙（医療法人社団洛和会　洛和会丸太町病院　薬剤部））））））））））））））））））） 

S9-1          周術期要中止薬リスト作成からはじめるチーム医療～リスト作成から実際の運
用まで～ 
○林
はやし

　　太祐
だいすけ

 
日本医科大学付属病院　薬剤部 

S9-2          安全・良質・柔軟な血糖管理を目指して～大阪公立大学の取り組み～ 
○山崎
やまざき

　祐子
ゆうこ

 
大阪公立大学大学院医学研究科代謝内分泌病態内科学 

S9-3          滋賀医科大学医学部附属病院における術後疼痛管理チームの活動について ～
チーム薬剤師の関わりを中心に～ 
○森井

もりい

　博朗
ひろあき

 
滋賀医科大学医学部附属病院　薬剤部 

S9-4          周術期予防抗菌薬の適正化に向けた当院の取り組み 
○櫻井
さくらい

　紀宏
のりひろ

 
大阪公立大学医学部附属病院　薬剤部 
 

　■シンポジウム 10　さまざまな角度から考える地域連携-保険薬局、薬学部、行政、病院薬剤部から- 
1 月 28 日（日）　9:00～10:30　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：篝　　忠宏（富田病院　薬局））））） 
齊藤　喜宣（橋本市民病院薬剤部） 

S10-1        エバグリーン薬局と日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部をつなぐ「がんト
レーシング レポート」の双方の意識調査と展望 
○森
もり

　　　健
たけし

　 
エバグリーン廣甚株式会社　エバグリーン薬局　古屋店 

S10-2        和歌山県立医科大学薬学部が取り組む地域医療薬学教育 
○須野

す の

　　学
まなぶ

　 
和歌山県立医科大学薬学部 

S10-3        薬局における地域連携への取組 
○藤岡
ふじおか

　敬之
たかゆき

 
和歌山県福祉保健部健康局薬務課 

S10-4        地域連携における病院薬剤師の役割 
              ～薬薬連携を通じたシームレスな薬物療法をめざして～ 

○野際
のぎわ

　俊希
としき

 
独立行政法人　労働者健康安全機構　和歌山労災病院　薬剤部 
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第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

　■シンポジウム 11　トレーシングレポートDX～病院・薬局が共に進む未来への架け橋～ 
1 月 28 日（日）　14:00～16:00　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：小枝　伸行（八尾市立病院　事務局） 
荒木　隆一（市立敦賀病院））））））））） 

S11-1        トレーシングレポートの成り立ちと、とある一般的な中小病院での現状と課題 
○岸本
きしもと

　　真
まこと

　 
霧島市立医師会医療センター　薬剤部・がん診療病院運営部門 

S11-2        トレーシングレポート～地域における患者情報共有のための取り組み～ 
○小川

おがわ

　充恵
みつえ

 
八尾市立病院 

S11-3        これからのトレーシングレポート 
○高田

たかだ

　敦史
あつし

 
九州大学病院 メディカル・インフォメーションセンター 

S11-4        薬局からのトレーシングレポート 
○金子

かねこ

　雅好
まさよし

 
中央薬局 
 

　■シンポジウム 12 
　　医療DXにおける医薬品トレースの情報化－医療用医薬品バーコードのさらなる活用－ 

1 月 28 日（日）　8:50～10:50　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 
座長：池田　和之（奈良県立医科大学附属病院薬剤部））））） 

舟越　亮寛（医療法人鉄蕉会亀田総合病院　薬剤部） 

S12-1        バーコード表示及びその他の医薬品の安全対策に関する行政の取組について 
○北尾

きたお

聡一朗
そういちろう

 
厚生労働省　医薬局 医薬安全対策課 

S12-2        病院薬剤部門でのバーコード利活用の現状 
○高田

たかだ

　敦史
あつし

 
九州大学病院 メディカル・インフォメーションセンター 

S12-3        何からはじめる？　～中小病院でのバーコード利活用に向けて～ 
○中村
なかむら

　美樹
み き

 
医療法人社団洛和会　洛和会丸太町病院　薬剤部 

S12-4        医療ＤＸと医療用医薬品バーコード　－さらなる普及のための挑戦－ 
○池田

いけだ

　和之
かずゆき

 
奈良県立医科大学附属病院薬剤部 
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　■シンポジウム 13 
　　糖尿病薬物療法認定薬剤師が導く、安心して・継続できる血糖管理マネジメント！ 

1 月 28 日（日）　14:00～16:00　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 
座長：河崎　尚史（大阪公立大学医学部附属病院　薬剤部　兼　新規技術・医薬品審査部） 

生島　繁樹（奈良県立病院機構 奈良県総合医療センター　薬剤部）））））））））））））））） 

S13-1        安定した血糖調整を継続するために、退院時薬剤サマリーに期待すること 
○森
もり

　　貴幸
たかゆき

 
株式会社大和調剤センター 

S13-2        糖尿病患者におけるシームレスな薬物療法を目指した情報共有 
～薬剤管理サマリーや退院後訪問指導による地域連携～ 
○稲葉

いなば

　静香
しずか

 
和歌山労災病院薬剤部 

S13-3        血糖よし！、施注よし！、連携よし！ 血糖コントロールにおける病院と地域
の連携 
○古城
こじょう

みゆき 
大阪公立大学医学部附属病院　患者総合支援センター 

S13-4        糖尿病患者の薬薬連携～当院における取り組みと今後の課題について 
○小林
こばやし

　慎治
しんじ

 
南奈良総合医療センター　薬剤部 

後援：一般社団法人 日本くすりと糖尿病学会 
 

　■シンポジウム 14　不妊症の治療と薬の知識～薬剤師の関わり～ 
1 月 28 日（日）　8:50～10:50　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：瀧浪　靖子（独立行政法人　労働者健康安全機構　和歌山労災病院　薬剤部） 
山根　律子（虎の門病院薬剤部））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））） 

S14-1        薬剤使用時における生殖医療医のこだわり 
○木村

きむら

　文則
ふみのり

 
奈良県立医科大学医学部産婦人科学講座 

S14-2        不妊治療に使用するホルモン剤　黄体、卵胞ホルモン剤の使用方法と注意点 
○山根

やまね

　律子
りつこ

 
虎の門病院薬剤部 

S14-3        卵胞刺激に用いる薬（1） 
○前田

まえだ

　雅之
まさゆき

 
奈良県立医科大学附属病院　医療安全推進室 

S14-4        卵胞刺激に用いる薬(2)～当センターで経験したOHSS の一例～ 
○宮崎
みやざき

　英香
あやか

 
日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部 

S14-5        不育症治療における薬剤師のかかわり～抗リン脂質抗体症候群～ 
○森田

もりた

真樹子
ま き こ

 
京都大学医学部附属病院　薬剤部 
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　■シンポジウム 15 
　　薬剤師間の連携強化！！～薬剤師の関わりを薬物治療の質の向上に繋げるために～ 

1 月 28 日（日）　14:00～16:00　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 
座長：寺沢　匡史（社会医療法人愛仁会　明石医療センター　薬剤科） 

眞継　賢一（関西電力病院　薬剤部））））））））））））））））））））））））） 

S15-1        周術期担当薬剤師と病棟薬剤師との連携 
○阿部

あ べ

　　猛
たけし

　 
学校法人聖路加国際大学　聖路加国際病院　薬剤部 

S15-2        AST担当薬剤師と病棟薬剤師の連携のコツ 
○眞継

まつぎ

　賢一
けんいち

 
関西電力病院　薬剤部 

S15-3        病棟薬剤師とNST薬剤師の連携強化～その症例、栄養面からアプローチして
みませんか？～ 
○神谷

かみや

　貴樹
たかき

 
滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部・医療安全管理部 

S15-4        薬剤師同士の情報共有ツールとしての記録の記載のコツ 
○寺沢
てらさわ

　匡史
まさし

 
社会医療法人愛仁会　明石医療センター　薬剤科 
 

　■シンポジウム 16　緩和医療における情報共有について考える 
1 月 28 日（日）　8:50～10:50　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：長谷　圭悟（八尾市立病院　がん診療支援室緩和ケアセンター/地域医療連携室） 
辻井　聡容（公立豊岡病院組合立豊岡病院）））））））））））））））））））））））））））））））））） 

S16-1        和歌山県立医科大学を中心とした緩和ケアの取り組み 
○栗山
くりやま

　俊之
としゆき

 
和歌山県立医科大学　麻酔科学教室／緩和ケアセンター 

S16-2        病院薬剤師と緩和ケア 
○原林
はらばやし

　六華
り か

 
大阪公立大学医学部附属病院薬剤部 

S16-3        在宅緩和医療に対応できる保険薬局のネットワークの構築と病院・診療所薬剤
師のかかわり 
○長谷
ながたに

　圭悟
けいご

 
八尾市立病院　がん診療支援室緩和ケアセンター/地域医療連携室 

S16-4        ここまで進んだ在宅での疼痛管理̃在宅疼痛緩和の現状̃ 
○塚正
つかまさ

　洋平
ようへい

 
ダイドー薬品㈱　みかさ薬局 
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　■シンポジウム 17 
　　関節リウマチ患者におけるメトトレキサート適正使用のためのアドヒアランスの重要性に 
　　ついて考える ～SDM時代に求められる薬剤師の役割～ 

1 月 28 日（日）　14:00～16:00　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 
座長：雪矢　良輔（天理よろづ相談所病院薬剤部））））））））））））））））） 

眞部　実穂（啓信会京都きづ川病院　医療技術部　薬剤部門） 

S17-1        リウマチ財団登録薬剤師として関節リウマチ診療におけるSDMへのアプローチ　
～MTX皮下注製剤の運用策定から患者介入～ 
○眞部

まなべ

　実穂
み ほ

 
啓信会 京都きづ川病院　医療技術部 薬剤部門 

S17-2        免疫抑制治療中における感染症管理戦略と薬剤師の役割 
○岩本
いわもと

　里味
り み

 
地方独立行政法人加古川市民病院機構　加古川中央市民病院　薬剤部 

S17-3        アドヒアランス向上のためのMTX導入時の取り組み　～見えた課題と解決策～ 
○雪矢

ゆきや

　良輔
りょうすけ

 
天理よろづ相談所病院薬剤部 

S17-4        保険薬局の在宅専任薬剤師から見る関節リウマチ患者の服薬状況と多職種連携
の重要性 ～SDMを中心に考える～ 
○木村

きむら

　涼子
りょうこ

 
株式会社　なの花西日本　調剤事業部　在宅チーム 
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第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

　■ベーシックセミナー 1 
1 月 27 日（土）　13:45～14:45　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：眞下　惠次（日本赤十字社和歌山医療センター　薬剤部） 

B1-1         学会での発表スキル向上のための実践ガイド 
～スライド作成から質疑応答まで～ 
○今井

いまい

　哲司
さとし

 
和歌山県立医科大学薬学部医療開発薬学研究室 

B1-2         p 値の使い方 
○阿部

あ べ

　寛康
ひろやす

 
和歌山県立医科大学薬学部医療情報薬学 
 

　■ベーシックセミナー 2 
1 月 27 日（土）　16:15～18:15　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：西村　知恭（和歌山県立医科大学附属病院　薬剤部） 

B2-1         これからはじめる情報探索：検索から利活用まで 
○鈴木

すずき

　渉太
しょうた

 
和歌山県立医科大学 薬学部 社会・薬局薬学研究室 

B2-2         医薬品情報の基本 
○中川
なかがわ

　貴之
たかゆき

 
和歌山県立医科大学薬学部病院薬学研究室／附属病院薬剤部 

B2-3         副作用情報収集とその公表 
○伊藤

いとう

　雄大
たかひろ

 
和歌山県立医科大学薬学部 医療教育企画室（臨床） 

B2-4         新人薬剤師が知っておきたいTDMの基礎知識 
○山田

やまだ

　孝明
たかあき

 
和歌山県立医科大学薬学部 医療薬剤学研究室 
 

　■スイーツセミナー 1　がん薬物療法の末梢神経障害、最新エビデンスから薬剤師ができること 
1 月 27 日（土）　15:00～16:00　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：中川　貴之（和歌山県立医科大学　薬学部　病院薬学研究室／附属病院　薬剤部） 

SW1         がん薬物療法の末梢神経障害、最新エビデンスから薬剤師ができること 
○佐藤

さとう

　淳也
じゅんや

 
湘南医療大学　薬学部　薬物治療学研究室 

共催：日本化薬株式会社 
 

　■スイーツセミナー 2　いまさら聴けない輸液栄養療法の基礎知識 
1 月 27 日（土）　15:00～16:00　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：寺田　貞雄（南奈良総合医療センター　薬剤部） 

SW2         いまさら聴けない輸液栄養療法の基礎知識 
○名徳
みょうとく

　倫明
みちあき

 
大阪大谷大学 薬学部 実践医療薬学講座  

共催：株式会社大塚製薬工場 



35

挑戦・進化・革新 ～DX時代に求められる薬剤師～

　■ランチョンセミナー 1　New World Order in rrDLBCL treatment 
1 月 27 日（土）　12:30～13:30　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：小林　政彦（大阪赤十字病院　薬剤部） 

LS1          New World Order in rrDLBCL treatment 
○伊藤

いとう

　量基
ともき

 
関西医科大学　内科学第一講座 

共催：アッヴィ合同会社/ジェンマブ株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 2　最新のTopics を踏まえたHER2 陽性転移・再発乳がん治療 
1 月 27 日（土）　12:30～13:30　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：田辺　和史（日本赤十字社和歌山医療センター 薬剤部） 

LS2          最新のTopics を踏まえたHER2 陽性転移・再発乳がん治療 
○宮坂
みやさか

　美和子
み わ こ

 
和歌山県立医科大学　外科学第一講座 

共催：中外製薬株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 3　グラム陽性耐性菌の治療戦略 
1 月 27 日（土）　12:30～13:30　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 

座長：松原　和夫（公立大学法人和歌山県立医科大学） 

LS3          グラム陽性耐性菌の治療戦略 
○小泉
こいずみ

　祐介
ゆうすけ

 
公立大学法人和歌山県立医科大学　臨床感染制御学講座 

共催：ニプロ株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 4　炎症性腸疾患治療の進歩 
1 月 27 日（土）　12:30～13:30　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：室井　延之（神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部） 

LS4          炎症性腸疾患治療の進歩 
○髙尾

たかお

　政輝
まさき

 
和歌山県立医科大学 内科学第二講座 

共催：武田薬品工業株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 5　悪性リンパ腫と骨髄腫の診断と治療  
1 月 27 日（土）　12:30～13:30　第 5会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 302） 

座長：竹上　　学（近畿大学病院　薬剤部） 

LS5          悪性リンパ腫と骨髄腫の診断と治療 
○八木

や ぎ

　秀男
ひでお

 
地方独立行政法人奈良県立病院機構　奈良県総合医療センター 

共催：東和薬品株式会社 
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　■ランチョンセミナー 6　病院経営におけるバイオシミラーの位置付け 
1 月 28 日（日）　12:45～13:45　第 1会場（和歌山城ホール　2階　大ホール） 

座長：畑中由香子（姫路赤十字病院 薬剤部） 

LS6          病院経営におけるバイオシミラーの位置付け 
○森
もり

　　英樹
ひでき

 
岡山赤十字病院 薬剤部 

共催：ファイザー株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 7　デジタルを通じて薬剤師の未来を考える！ 
1 月 28 日（日）　12:45～13:45　第 2会場（和歌山城ホール　2階　小ホール） 

座長：森　　和明（株式会社ユヤマ 学術部） 

LS7          電子処方箋―急拡大させる戦略と薬剤師への期待 
○猪飼

いかい

　裕司
ゆうじ

 
厚生労働省大臣官房総務課企画官（医薬局併任）電子処方箋サービス推進室 

共催：株式会社ユヤマ 
 

　■ランチョンセミナー 8 
　　静脈血栓症の予防、治療における抗凝固薬の役割 - 多職種連携と医療DX推進の必要性 - 

1 月 28 日（日）　12:45～13:45　第 3会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 1階　大講義室） 
座長：四方　敬介（京都府立医科大学附属病院　薬剤部） 

LS8          静脈血栓症の予防、治療における抗凝固薬の役割 - 多職種連携と医療DX推進
の必要性 - 
○日浅

ひあさ

　謙一
けんいち

 
九州大学大学院医学研究院 循環器内科学／医療法人はなぶさ会 

共催：第一三共株式会社 
 

　■ランチョンセミナー 9　女性のライフステージにおける漢方治療 
1 月 28 日（日）　12:45～13:45　第 4会場（和歌山県立医科大学薬学部　北棟 3階　中講義室 301） 

座長：下川　福子（独立行政法人 労働者健康安全機構 和歌山労災病院） 

LS9          女性のライフステージにおける漢方治療 
○鈴木

すずき

　美香
み か

 
聖隷健康サポートセンター Shizuoka 

共催：株式会社ツムラ 
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　■一般演題（ポスター発表） 1　調剤関連業務 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-001      アミノ酸・糖・電解質・脂肪・水溶性ビタミン液（エネフリード R輸液）の使
用実態調査 
○西岡
にしおか

　英城
ひでき

1、西村　知恭 1、西川　浩子 1、吉田　　薫 1、松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院薬剤部、2 和歌山県立医科大学薬学部 

P1-002      簡易懸濁法導入での粉砕調剤数の変化と、タブソート(R)併用による経済効果 
○南
みなみ

　　幸穂
ゆきほ

、加藤　　渓、山口有香子、野田　明宏、田辺　和史 
日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部 

P1-003      当院における腎機能に注意が必要な薬剤への取り組み 
○桑田

くわだ

　賢輔
けんすけ

、堺　　麻衣、土居　麻希、東海　千弦、安福有紀子、中川　政人、加古　　学 
特定医療法人社団仙齢会はりま病院 

P1-004      疑義照会事例の分析と他職種へのフィードバックによる効果 
○岩崎
いわさき

　愛弓
あゆみ

、仲田　有希、田村　曉識、横山　江美、寺田知恵子、重田　純一、谷田　　彩、 
　小川恵美子、池田　和之 
奈良県立医科大学附属病院薬剤部 

P1-005      処方チェックシステム導入による腎排泄型薬剤の投与量適正化について 
○黒木

くろき

　郁海
いくみ

、大田　晴香、山口　泰大、沼田　範子、日生下美紀、柴田　直子 
兵庫県立淡路医療センター　薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 2　病棟薬剤業務 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-006      看護師と協力してブラジル人患者に薬剤管理を行った症例 
○谷本
たにもと

　徳子
とくこ

1、梅田　晴代 2、伴　　　正 1 
1 済生会守山市民病院薬剤科、2 済生会守山市民病院看護部 

P1-007      抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドラインに基づく当院での取り
組みとその評価 
○田中

たなか

優花里
ゆ か り

、黒田　幸佑、浦上　知香、町谷　安紀 
社会医療法人生長会　阪南市民病院 薬剤科 

P1-008      当院における持参薬利用の実態 ̃医療費削減のために̃ 
○畑中
はたなか

　星輝
せいき

、村田　典代 
橋本市民病院 

P1-009      Data Ware House（DWH）を活用した病棟薬剤業務の効率化（2）－薬物治
療スケジュール管理の自動化－ 
○橘
たちばな

　　　憲
けん

1、住岡　　愛 1、村田　武史 1、山口　　恵 1、松本かおり 1、島貫友美子 1、 
　粉川　俊則 1、石塚　正行 2 
1 裕生会 みどりケ丘病院　医療技術部　薬剤課、2 裕生会 みどりケ丘病院　医療技術部 

P1-010      錠剤粉砕に関するインシデントへの伊那中央病院薬剤部の取り組み 
○塚田

つかだ

　真伍
しんご

、浦野　雅也、坂井　孝行、野上こまき、六波羅　孝 
伊那中央病院 

ご
案
内

プ
ロ
グ
ラ
ム

特
別
講
演

教
育
講
演

特
別
企
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

一
般
演
題
（
ポ
ス
タ
ー
）

著
者
索
引



38

第 45 回 日本病院薬剤師会 近畿学術大会

P1-011      緊急入院患者の持参薬鑑別における業務効率化に向けた当院の取り組み 
○安野

やすの

　　理
さと

、山本　柚佳、田原　由貴、板持　美憂、福田　朝恵、前原　大輔、 
　寺崎　展幸、藤原　康浩、本間久美子 
兵庫県立はりま姫路総合医療センター 

P1-012      心臓リハビリカンファレンスにおける薬剤師の情報収集の標準化 
○山元
やまもと

　優輝
ゆうき

、岩崎　克也、寺沢　匡史 
社会医療法人愛仁会明石医療センター 

P1-013      二次性骨折予防チーム発足後の骨粗鬆症治療薬の処方率向上への貢献 
○岩城

いわき

　慎平
しんぺい

、山﨑　彬史、松岡　勇作、奥野　昌宏、森本　茂文 
神戸市立西神戸医療センター 薬剤部 

P1-014      下肢人工関節置換術後患者に対するDVT予防のエドキサバンの調査 
○坂田

さかた

采弥香
あ や か

、大田　晴香、沼田　範子、日生下美紀、柴田　直子 
兵庫県立淡路医療センター薬剤部 

P1-015      回復期リハビリテーション病棟での多職種と連携により、アドヒアランス向上
に繋がった一症例 
○出口

でぐち

名都美
な つ み

1、田村　陽香 1、杉田　智加 1、錦見　俊雄 2 
1 社会医療法人若弘会わかくさ竜間リハビリテーション病院薬剤課、 
2 社会医療法人若弘会わかくさ竜間リハビリテーション病院診療部 

P1-016      神戸赤十字病院におけるHFrEFに対する薬物療法の実態調査から考える薬剤
師の役割 
○七條
しちじょう

まりあ、江浦　　悠、和久　裕尚、堀部　正記、辻本　純子 
神戸赤十字病院薬剤部 

P1-017      アリケイスR導入に向けた取り組み 
○山本
やまもと

　祐聖
ゆうき

、木村　実央、岸本　典子、吉田太映子、奥田　広志 
和泉市立総合医療センター 
 

　■一般演題（ポスター発表） 3　外来薬剤師業務 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-018      入院支援センター・入院時受付での薬剤師の役割 
○山田

やまだ

　真緒
ま お

、樋本　繭子、木村　有子、新免　　徹、髙瀬　尚武 
赤穂市民病院 薬剤部 

P1-019      入退院サポートセンターの業務手順書改訂に伴う業務効率化について 
○津崎

つざき

　秀斗
ひでと

、泉川　博子、吉本　佐紀、中谷　智紘、八代　哲也、小牟田　豊 
西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院 薬剤部 
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　■一般演題（ポスター発表） 4　TDM・薬物動態 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-020      クラリスロマイシンの併用によりタクロリムスの血中濃度を維持できた難治性
潰瘍性大腸炎患者の一例 
○片岡
かたおか

　美咲
みさき

1、山田　　聡 2、山内　　円 1、石本　学司 1、中浴　伸二 1、田中　詳二 1 
1 神戸市立医療センター西市民病院　薬剤部、2 神戸市立医療センター西市民病院　消化器内科 

P1-021      小児造血幹細胞移植患者におけるボリコナゾールの血中濃度に影響を及ぼす因
子の検討 
○影山
かげやま

　寛人
ひろと

、斉藤　瑞歩、古波津美沙、中尾　將彦、森　　宏幸 
大阪市立総合医療センター　薬剤部 

P1-022      バンコマイシンTDMにおけるAUC-guided dosing の導入～抗菌薬TDM臨
床実践ガイドライン 2022 を踏まえて～ 
○上野

うえの

　陽介
ようすけ

、岸　　恭子、大島　聖子、中谷　宰士 
順心神戸病院薬剤課 

P1-023      VCM投与設計改定における腎機能障害発現について 
○米山
よねやま

　真穂
ま ほ

、山下　彰良、長谷川晃司 
京都中部総合医療センター 薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 5　医薬品情報 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-024      注射剤の配合変化情報を処方箋に印字することによる業務効率の改善 
○奥村
おくむら

有理沙
あ り さ

、水谷　香澄、宮本　優治、松下　　望、金力　賢治 
大阪回生病院 

P1-025      当院におけるベルイシグアトの使用実態調査 
○杉森
すぎもり

菜々子
な な こ

、前田真由子、太田あづさ、大前　隆広、佐倉小百合、上田　里恵 
兵庫県立尼崎総合医療センター 薬剤部 

P1-026      新規採用医薬品の処方実態調査　～採用品目の適正化および期限切れ廃棄ゼロ
をめざして～ 
○田淵

たぶち

　沙織
さおり

1、秋月麻友子 1、吉田　　薫 1、松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院薬剤部、2 和歌山県立医科大学薬学部 

P1-027      医薬品の供給停止や出荷調整の対応について 
○三浦

みうら

　美樹
み き

、谷口　仁孝、徳村　博子 
福井循環器病院薬剤科 
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　■一般演題（ポスター発表） 6　有害事象・副作用 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-028      ミダゾラムによる薬剤熱が疑われた一症例 
○武田

たけだ

　純子
じゅんこ

、永江　隆二、内山　幸子 
川崎病院薬剤部 

P1-029      VCM投与下における定期的なNSAIDs 併用による腎障害発現への影響 
○大森
おおもり

　章寿
あきとし

、池田　尚樹、馬場　凛子、佐々木　剛、中尾　將彦、森　　宏幸 
大阪市立総合医療センター 

P1-030      mFOLFIRINOX療法投与後に生じたフルオロウラシルの高NH3 血症　1症例 
○鳥井

とりい

　みよ 1、飯野　倫子 1、榎本　美幸 1、石原　美加 1、松田　光弘 2 
1 医療法人宝生会 PL病院薬剤部、2 医療法人宝生会 PL病院血液内科 

P1-031      新型コロナウイルスワクチン摂取後に血小板減少を来した特発性血小板減少性
紫斑病の 2症例 
○波多野

は た の

友美
ともみ

1、吉岡　睦展 1、小林由美子 1、杉生　雅和 1、高子　優子 1、正置　耕一 1、 
　今戸　健人 2、森　　亜子 2、清水　義文 2 
1 宝塚市立病院薬剤部、2 宝塚市立病院血液内科 

P1-032      免疫チェックポイント阻害薬の投与歴のある患者においてテイコプラニンによ
る重症薬疹および血小板減少を認めた一例 
○庄野
しょうの

七海子
な み こ

1、中村　友紀 1、片田　佳希 1、北田　徳昭 1、勝部友里恵 1、平　　大樹 1、 
　津田　真弘 1、中川　俊作 1、二階堂光洋 2、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院 薬剤部、2 京都大学医学部附属 消化器内科 

P1-033      インドメタシンの使用が極低出生体重児、超低出生体重児に与える影響について 
○杉原
すぎはら

　志帆
し ほ

1、池本　歩未 1、福田　章子 1、窪田　美紀 1、中尾　將彦 1、田中　裕子 2、 
　森　　宏幸 1 
1 大阪市立総合医療センター薬剤部、2 大阪市立総合医療センター新生児科 
 

　■一般演題（ポスター発表） 7　感染症領域 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-034      術後感染予防経口抗菌薬使用の現状と課題について 
○阪野

さかの

　和重
かずしげ

、谷畑悠起子、奥本　真巳、中西　俊介、武内　泰範、野尻　真帆 
公立那賀病院 

P1-035      当院における薬剤耐性菌分離状況の調査 
○奥田

おくだ

　直之
なおゆき

 
医療法人和幸会 阪奈中央病院 

P1-036      当院での広域抗菌薬の初期支援導入とAST活動の課題 
○福井

ふくい

　圭亮
けいすけ

 
野崎徳洲会病院　薬剤部 

P1-037      当センターでの薬剤耐性率と外来抗菌薬使用量の変化 ～AMRアクションプラ
ン成果指標～ 
○加藤

かとう

　　渓
けい

、野田　明宏、田辺　和史 
日本赤十字社 和歌山医療センター　薬剤部 
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P1-038      抗菌薬の供給制限に伴う広域抗菌薬の使用制限と適正使用の推進について 
○西之坊

にしのぼう

実里
みのり

 
橋本市民病院 薬剤部 

P1-039      当院における指定抗菌薬使用状況表を用いた抗菌薬適正使用への取り組み 
○畑
はた

　菜々美
な な み

1、土井　康平 1、和田　　淳 2、辻　　陽子 1 
1 医聖会学研都市病院薬局、2 医聖会八幡中央病院薬局 

P1-040      特定抗菌薬使用量半減に至った 10 年間のAST活動 
○湯浅

ゆあさ

　遥菜
はるな

1、堀口　裕美 1、玉井　　香 2、石野　秀岳 3、土淵　尚也 1 
1 京都府立医科大学付属北部医療センター薬剤部、 
2 京都府立医科大学附属北部医療センター看護部、 
3 京都府立医科大学附属北部医療センター総合診療科 

P1-041      回復期病棟における新型コロナウイルス対応ｰ当院でのレムデシビル使用調査ｰ 
○池田

いけだ

　　忍
しのぶ

1、岡田　　章 2、奥貞　　智 1 
1 神戸リハビリテーション病院 薬剤部、2 武蔵野大学 薬学部 レギュラトリーサイエンス研究室 

P1-042      当院におけるエファビレンツ変更状況について 
○濱本
はまもと

　将成
まさなり

、山本　有紀、竹松　茂樹、福田　利明 
国立病院機構姫路医療センター薬剤部 

P1-043      ビクテグラビル投与後のクレアチニンに基づく概算糸球体ろ過量とシスタチン
Cに基づく推算糸球体ろ過量の推移について 
○仲井

なかい

　俊行
としゆき

1、日笠　真一 1、秀田　恭子 1、島袋　翔多 1、田中　邦佳 1、柳井　美奈 1、 
　木村　　健 1、日笠　　聡 2、澤田　暁宏 2、徳川多津子 2 
1 兵庫医科大学病院　薬剤部、2 兵庫医科大学病院　呼吸器・血液内科学 

P1-044      当院での抗菌薬適正使用支援チーム活動についての報告 
○清水

しみず

　俊希
としき

1,2、吉川　知宏 1,2、嶋田　高広 2、天野智佳子 2、田村さやか 2、寺口　　皓 2、 
　平田　敦士 1 
1 近畿大学奈良病院　薬剤部、2 近畿大学奈良病院　感染制御部 

P1-045      当院における抗菌薬ロック療法について 
○髙木

たかぎ

　真吾
しんご

、末吉　賢也、福井　麻樹、近江　晃子、志野　訓之、野村　泰生 
済生会中和病院薬剤部 

P1-046      ニューモシスチス肺炎予防を目的とした ST合剤の投与中断症例に関する検討 
○茶谷
ちゃたに

　七菜
な な

1、平岩　美穂 1、橋本みさき 1、上田　昌宏 3、西山　徳人 1,2、打谷　和記 1 
1 関西医科大学附属病院薬剤部、2 同感染制御部、3 摂南大学薬学部 

P1-047      黄色ブドウ球菌菌血症 治療バンドルの遵守調査 
○柳田
やなぎた

　憲司
けんじ

 
京都保健会 京都協立病院 

P1-048      AST専任薬剤師と病棟専任薬剤師の連携による血液培養陽性患者に対する取
り組みの現状 
○日下

くさか

　駿
しゅん

、山本　　諭、中川　喬統、馬島　　務、山下剛史郎、満田　正樹 
独立行政法人労働者安全機構大阪労災病院薬剤部
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P1-049      抗菌薬適正使用支援とAwaRe 分類による静注抗菌薬使用状況の調査 
○内田

うちだ

　彩花
あやか

 
独立行政法人国立病院機構大阪南医療センター薬剤部 

P1-050      AST担当薬剤師による眼科往診提案がカンジダ性眼病変の早期発見および治
療に寄与した 1例 
○山本
やまもと

　侑弥
ゆうや

、佐古　守人、渡邊　　瞭、川戸　美帆、村上　翔梧、猪熊なおみ、 
　和気　悠子、黒沢　秀夫、野村　剛久 
医療法人橘会 東住吉森本病院 薬剤部 

P1-051      発熱性好中球減少症を惹き起こしたEdwardsiella tarda 感染症の一症例 
○福満
ふくみつ

　悠史
ゆうし

、池田　桂子、行本　拓史 
社会医療法人山紀会山本第三病院薬剤部 

P1-052      DPC データを用いた抗菌薬サーベイランスの精度評価～Point prevalence 
survey と比較して～ 
○酒井

さかい

　幹康
みきやす

1,2、酒井　隆全 3、渡口　賢隆 4、川端　　厚 5、三宅　芳男 1、大津　史子 3 
1JA 愛知厚生連豊田厚生病院　薬剤部、2 名城大学大学院　薬学研究科、 
3 名城大学薬学部　医薬品情報学研究室、4JA愛知厚生連豊田厚生病院　総合内科、 
5JA 愛知厚生連豊田厚生病院　感染症内科 

P1-053      新型コロナウイルス感染症流行期における当院の取り組みとパキロビッド R処
方状況 
○金子

かねこ

　美幸
みゆき

、辻　　啓樹、中林　真紀 
大阪府済生会吹田病院薬剤部 

P1-054      当院における薬剤師によるAST活動の評価と課題 
○小山

こやま

　貴久
たかひさ

 
紀南病院薬剤部 

P1-055      他の抗緑膿菌薬が無効であった耐性緑膿菌感染症においてセフトロザン・タゾ
バクタムが有効性を示した 1例 
○草冨
くさとみ

　翔太
しょうた

1、中谷　汐里 1、大久保翔悟 1、安藤　和也 1、渋谷　貞一 1、松倉　　規 2、 
　平井　　舞 3、寺本　敏清 3、白塚　秀之 3 
1 福井赤十字病院　薬剤部、2 同　呼吸器外科、3 同　AST 

P1-056      注射用抗菌薬の採用規格変更が抗菌薬適正使用に及ぼす影響 
○小林
こばやし

　奈央
な お

、瀬戸　崇光、杉田　裕貴、小田　　怜、楠本　真子、長谷　香織、松村　友和 
淀川キリスト教病院　薬剤部 

P1-057      レムデシビルの併用によりバンコマイシン血中濃度上昇を認めた一症例 
○篠原
しのはら

　憲一
けんいち

、石本　光志、髙山　綾子、米田　勝晃、山﨑　邦夫 
市立奈良病院 薬剤室 

P1-058      当院におけるニルマトレルビル/リトナビル外来処方時の併用薬確認調査 
○谷上
たにがみ

知絵理
ち え り

、壇　　梨恵、竹松　茂樹、福田　利明 
姫路医療センター　薬剤部 
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　■一般演題（ポスター発表） 8　緩和ケア 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-059      医療用麻薬レスキュー自己管理推進への取り組み 
○北田

きただ

　知里
ちさと

1、久保　速三 2、藤田　直己 2、西田由美子 2、小倉　直樹 1、奥村　智晴 1、 
　米田　勝晃 1、山﨑　邦夫 1 
1 市立奈良病院　薬剤室、2 市立奈良病院　緩和ケアチーム 

P1-060      難治性疼痛に対してメサドンへのオピオイドスイッチングが著効した一例 
○玉置

たまき

　奈々
な な

1,2、小川　志織 1、山本健太郎 1,2、川口　啓介 1、勢力佳寿美 2、佐原　稚基 2 
1 ひだか病院　薬剤部、2 ひだか病院　緩和ケアチーム 

P1-061      皮膚掻痒感に対してミロガバリンが著効した一例 
○木村

きむら

　朋未
ともみ

1,2、木村　佳世 1,2、筒井　一成 2、野田　明宏 1、多喜　和夫 1、田辺　和史 1 
1 日本赤十字社和歌山医療センター 薬剤部、 
2 日本赤十字社和歌山医療センター　緩和ケア病棟 

P1-062      ミロガバリンの適正使用のための現状調査 
○松成
まつなり

　菜穂子
な お こ

、白石　貴寿、大原　京子、佐藤　竜馬、髙橋　佳祐、藤原　愛美、 
　都村　勇樹、冨田　真理、相馬　侑加、福田　　心 
香川労災病院 薬剤部 

P1-063      オピオイド未使用患者に対する経口ヒドロモルフォン徐放製剤 1日 2mgから
開始になった際の有効性について 
○小畑

おばた

　瑛亮
えいすけ

1、坂井　建樹 1、飯野　倫子 1、榎本　美幸 1、石原　美加 1、松田　光弘 2 
1 医療法人宝生会 PL 病院　薬剤部、2 医療法人宝生会 PL 病院　血液内科 

P1-064      オピオイドによる発汗に対しオランザピンを使用した 2症例 
○木村

きむら

　佳世
か よ

1,2、木村　朋未 1,2、松尾　恵子 2、筒井　一成 2、野田　明宏 1、多喜　和夫 1、 
　田辺　和史 1 
1 日本赤十字社和歌山医療センター 薬剤部、 
2 日本赤十字社和歌山医療センター　緩和ケアチーム 
 

　■一般演題（ポスター発表） 9　がん領域 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-065      がん化学療法による末梢神経障害に対し，ミロガバリンとプレガバリンの併用
が有効だった 1例 
○田中

たなか

　崇博
たかひろ

1,3、栗山　文枝 2,3、古田　眞姫 2、中村　理恵 3、野尻　真帆 1、山下　友佑 4 
1 公立那賀病院薬剤部、2 公立那賀病院看護部、3 公立那賀病院緩和ケア、 
4 和歌山県立医科大学付属病院血液内科 

P1-066      ベバシズマブ・ラムシルマブの蛋白尿に対する適正使用方法の構築 
○藪
やぶ

　雪乃
ゆきの

 
社会医療法人生長会阪南市民病院薬剤部 

P1-067      ペグフィルグラスチム自動投与専用デバイスの適応患者の検討と当院での運用 
○荻野

おぎの

　宗憲
むねのり

、川見　里奈、足立　圭司、芦田　理沙、谷田　有花、佐賀　嘉英、 
　四方　純子、西山　　翼、古橋　真理、小山　奈桜 
市立福知山市民病院 薬剤部 
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P1-068      ニラパリブによる骨髄抑制発現状況調査 
○髙田

たかた

　薫子
ゆきこ

、角川　幸男、藤川　郁世、竹田　健志、長谷川聡司、髙木　麻里 
大阪国際がんセンター　薬局 

P1-069      視神経脊髄炎スペクトラム障害に合併した肺MALTリンパ腫の 1例 
○星田

ほしだ

　唯史
ただふみ

、森本奈緒美、藤原大一朗、野田　明宏、田辺　和史 
日本赤十字社和歌山医療センター 

P1-070      免疫チェックポイント阻害剤使用中に関節リウマチを発症した症例 
○中尾

なかお

　夕美
ゆ み

1、出水　睦子 1、大澤万智子 1、千原　里美 1、上田　　宏 1、永田　憲司 2 
1 市立伊丹病院　薬剤部、2 市立伊丹病院　呼吸器内科 

P1-071      65 歳以上のアムルビシン単剤療法におけるペグフィルグラスチムの 1次予防
投与についての調査 
○髙木

たかぎ

　裕介
ゆうすけ

、藤本　亜弓、小中　千広、前原　　悠、山崎　直樹、中尾　將彦、森　　宏幸 
大阪市立総合医療センター　薬剤部 

P1-072      当院の外来がん化学療法における連携充実加算への取り組み 
○田中

たなか

亜里菜
あ り な

、梁川　稔規、山下　典子、板東　純子、宮﨑美貴子、福田　知子、 
　緒方　文洪、中村　豪志、柳井　美奈、木村　　健 
兵庫医科大学病院薬剤部 

P1-073      市立奈良病院におけるラスブリカーゼの使用実態調査 
○奥村
おくむら

　智晴
ともはる

、今西　　綾、小倉　直樹、北田　知里、米田　勝晃、山﨑　邦夫 
市立奈良病院薬剤室 

P1-074      レナリドミド誘発性皮膚障害の発現実態とリスク因子の調査 
○宮木

みやき

　理子
り こ

、小嶋　　葵、藤本　亜弓、山崎　直樹、中尾　將彦、森　　宏幸 
大阪市立総合医療センター　薬剤部 

P1-075      非小細胞肺癌のweekly-パクリタキセル/カルボプラチン同時併用放射線療法
で発現したせん妄がデキサメタゾン漸減で改善された一例 
○石松
いしまつ

　花蓮
かれん

1、眞貝　　萌 1、北田　徳昭 1、重面　雄紀 1、片田　佳希 1、今吉　菜月 1、 
　池見　泰明 1、中川　俊作 1、岸　　徳子 2、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学医学部附属病院放射線治療科 

P1-076      南和歌山医療センターにおける胆道癌に対するデュルバルマブの安全性に関す
る調査 
○東垂水
ひがしたるみ

　郁圭
ふみよし

、安宅　菜月、辻田　　司、山本友佳子、坂　　　遼、喜田　孝史、 
　木原　理絵、古川　順章 
国立病院機構 南和歌山医療センター 

P1-077      チサゲンレクルユーセルの副作用マネジメントにおけるモニタリングシートの
作成 
○月嶹
つきしま

　珠花
じゅか

、藤井　咲希、芦原まいか、藤田　愛美、陣田　剛志、垣尾　尚美、 
　末森千加子、河原　香織、石田　達彦 
兵庫県立こども病院
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P1-078      エンホルツマブ べドチンによる皮膚障害に対するデキサメタゾン予防投与の
有用性の検討 
○菅
かん

　　詩歩
し ほ

1、髙橋　愛未 2、新井　花緒 1、堀　　友紀 1、木村　美甫 1、植田　有希 1、 
　口分田章典 1、中野　寛之 1、山東真寿美 1、藤田　敬子 1 
1 地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪急性期・総合医療センター　薬局、 
2 地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪はびきの医療センター　薬局 

P1-079      大規模保険請求情報を用いてドセタキセルによる血管外漏出の発現状況や発現
時の対応を明らかにできるのか？ 
○豕瀬

いのせ

　　諒
りょう

、柳澤　里奈、後藤　良太、村木　優一 
京都薬科大学臨床薬剤疫学分野 

P1-080      アプレピタント内服からホスネツピタント点滴への切り替えによる制吐効果の
変化について 
○下清水

したしみず

義博
よしひろ

、山下　慎司、光家　　勉、上田　豊実 
大津赤十字病院　薬剤部 

P1-081      カルボプラチンによる遅発性悪心嘔吐に対するデキサメタゾンの効果について
の検討 
○白木

しらき

小百合
さ ゆ り

1、長戸　大空 2、上島　将史 1、立花　京香 1、鎌田理紗子 1、竹尾恵理子 1、 
　酒井　欣嗣 2、千﨑　康司 1、伊藤　功治 1 
1 総合大雄会病院　薬剤科、2 大雄会第一病院　薬剤科 

P1-082      救急外来における免疫関連有害事象の早期発見支援体制の構築 
○阪口
さかぐち

　公美
く み

1、堀　　智貴 1,2、牧浦　耕平 1、吉岡奈津恵 1、生島　繁樹 1 
1 奈良県総合医療センター薬剤部、2 神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野 

P1-083      中等度催吐リスク抗がん剤におけるホスネツピタントの導入とステロイドスペ
アリングの有用性 
○新井

あらい

　花緒
はなお

、堀　　友紀、木村　美甫、植田　有希、口分田章典、中野　寛之、 
　立川奈保美、山東真寿美、藤田　敬子 
大阪急性期・総合医療センター 薬局 

P1-084      兵庫県立丹波医療センターにおけるホスネツピタントの使用実態調査 
○池田

いけだ

真由美
ま ゆ み

、岸本早百合、松本　敏明、廣瀬　晃子、瀬川　和子、横田　聖子 
兵庫県立丹波医療センター薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 10　ポリファーマシー 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-085      回復期リハビリテーション病院における処方薬剤についての実態調査 
○中西
なかにし

　佐文
さふみ

、西田　雅弘 
社会医療法人きつこう会 多根脳神経リハビリテーション病院 薬局 

P1-086      ポリファーマシー対策における取り組み効果とリスク因子の検討 
○東
あずま

　　里花
り か

1、遠藤　晋吾 1、植村　昌弘 1、中野　剛志 1、橋本　貴子 1、日比野泰志 1、 
　山本　圭城 1、藤井　一美 1、安井友佳子 2、石坂　敏彦 2 
1 堺市立総合医療センター　薬剤科、2 堺市総合医療センター　薬剤・技術局
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P1-087      回復期リハビリテーション病棟におけるポリファーマシーとFIMの関連性 
○多胡

た ご

　和樹
かずき

 
洛和会音羽リハビリテーション病院 

P1-088      在宅における服薬コンプライアンス不良患者の実態調査 
○日比野

ひ び の

泰志
たいし

1、遠藤　晋吾 1、東　　里花 1、植村　昌弘 1、中野　剛志 1、橋本　貴子 1、 
　山本　圭城 1、藤井　一美 1、安井友佳子 2、石坂　敏彦 2 
1 堺市立総合医療センター　薬剤科、2 堺市立総合医療センター　薬剤・技術局 
 

　■ 一般演題（ポスター発表） 11　地域医療連携 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-089      保険薬局における吸入指導の標準化を目指した吸入チェックシートの活用とそ
の評価 
○吉田

よしだ

　敏人
はやと

、寺沢　匡史 
社会医療法人愛仁会 明石医療センター 薬剤科 

P1-090      電子トレーシングレポートサービス導入による病院薬剤師の業務運用に関する
実態調査 
○上森
うえもり

美和子
み わ こ

、吉田　優子、池見　泰明、中川　俊作、寺田　智祐 
京都大学医学部附属病院 

P1-091      疑義照会プロトコル導入による業務効率化と有用性評価 
○池田

いけだ

　　愛
あい

、増田　成美、橋詰　宏美、瀬戸口　由、池上　良一、古川　順章、田路　章博 
国立病院機構敦賀医療センター薬剤部 

P1-092      当院における退院時薬剤情報管理指導連携の取り組み 
○木根

き ね

　燈子
とうこ

、中尾　麻希、志野　訓之、野村　泰生 
済生会中和病院薬剤部 

P1-093      小児患者における施設間薬剤情報提供書に関するアンケート調査と様式改訂に
ついて 
○森
もり

　くるみ 
兵庫県立こども病院 

P1-094      がん薬物療法に関わる当院の薬薬連携の現状調査および和歌山県がん薬物療法
共通トレーシングレポート作成について 
○亀位

かめい

　耕平
こうへい

1、佐野　尚平 1、嶋本めぐみ 1、江川　英毅 1、伊藤　雄大 2、西村　知恭 1、 
　松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院薬剤部、2 和歌山県立医科大学薬学部 

P1-095      患者支援センターにおける薬剤師介入の現状と他職種との連携 
○高岡
たかおか

　　葵
あおい

、細見　健悟、辻　　貴之、小牧佐知子、浅井　浩之 
川西市立総合医療センター薬剤科 
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　■一般演題（ポスター発表） 12　実務実習・生涯研修 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-096      コロナ禍も継続した薬学部の無い県における地域で行う薬学教育「みんなで薬
剤師の卵を育てる会」構築と卒業生の動向 
○岸本
きしもと

　　真
まこと

1,2,5、今出　唯史 1,3,5、長ヶ原琢磨 1,2、徳丸　章佳 1,2、屋敷　大輔 1,2、 
　中村　真之 4,5、東　　健太 5、山崎　　貴 5 
1 みんなで薬剤師の卵を育てる会事務局、2 霧島市立医師会医療センター薬剤部、 
3 みなと調剤薬局、4 加治木温泉病院、5 姶良地区薬剤師会 

P1-097      薬学生実務実習の充実に向けた取り組み 
○井上
いのうえ

　翔太
しょうた

、上り口　誠、西海　一生、太田あづさ、大前　隆広、佐倉小百合、上田　里恵 
尼崎総合医療センター 
 

　■一般演題（ポスター発表） 13　タスクシェア／タスクシフト 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-098      入院時に中止された持参薬をタスクシェアで適切に再開するための調査 
○木村

きむら

　育代
いくよ

、影山　未希、高塚　英和 
みどり病院薬剤科 

P1-099      ワーファリンと抗菌薬の併用によるPT-INRの過延長を経験し、抗血栓薬に対
するPBPM導入に至った取り組み 
○今村
いまむら

　美和
み わ

1、服部　　司 1、瀬川　佳世 1、枝川永二郎 2、枝川光太朗 3 
1 医療法人応篤会奈良東九条病院　薬剤科、2 医療法人応篤会奈良東九条病院　外科、 
3 医療法人応篤会奈良東九条病院　脳神経外科 

P1-100      当院の患者支援センターにおける薬剤師の休薬指示確認に関する取り組みにつ
いて 
○板持
いたもち

　美憂
みゆう

、山本　柚佳、田原　由貴、安野　　理、福田　朝恵、前原　大輔、 
　寺崎　展幸、藤原　康浩、本間久美子 
兵庫県立はりま姫路総合医療センター 

P1-101      白内障手術入院のプロトコル作成による業務の効率化 
○有本
ありもと

　真弓
ま ゆ

、平松　丈尚、西田　奈央、川口　啓介 
ひだか病院　薬剤部 

P1-102      プロトコールに基づく S-1 服用患者の眼関連副作用の早期発見と涙道外来への
受診支援 
○奥吉
おくよし

　博之
ひろゆき

1,2、平野　達也 1,2、柴谷　直樹 1,2、藤原　秀敏 1,2、山田　佳織 1,2、 
　吉野新太郎 2、増本　憲生 2、平畠　正樹 2、池末　裕明 2、室井　延之 1,2 
1 神戸市立神戸アイセンター病院 薬剤部、2 神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部 

P1-103      注射用抗菌薬から経口抗菌薬への早期切り替えプロトコルの有用性評価 
○西郷
さいごう

　雅美子
ま み こ

1、佐藤　裕紀 1、片田　佳希 1,2、杉本　充弘 1、木全　柾典 1、中川　俊作 1、
高谷　悠大 3、土戸　康弘 2,4、大鶴　　繁 3、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学医学部附属病院感染制御部、 
3 京都大学医学部附属病院初期診療・救急科、4 京都大学医学部附属病院検査部
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P1-104      院外処方箋疑義照会における院内業務の簡略化 
○山本
やまもと

　彩友美
さ ゆ み

、柏木　秀美、亀井　敦子、前田　修作 
ひだか病院薬剤部 

P1-105      インタビュー調査による病院薬剤師から非薬剤師へのタスク・シフト/シェア
の推進に影響を与える因子の探索 
○長縄
ながなわ

　華子
はなこ

1、幾田　慧子 1、米澤　　淳 1,2、岡田　　浩 3,4、眞中　章弘 5、西郷雅美子 1、 
　杉本　充弘 1、池見　泰明 1、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院　薬剤部、2 慶應義塾大学薬学部　統合臨床薬理学講座、 
3 京都大学大学院医学研究科　社会健康医学系専攻　健康情報学分野、 
4 和歌山県立医科大学薬学部　社会・薬局薬学研究室、 
5 国立国際医療研究センター　企画戦略局　研究医療部　研究開発連携室 
 

　■一般演題（ポスター発表） 14　周術期 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-106      術後悪心嘔吐発生率に対する薬剤師介入の効果 
○住吉
すみよし

　霞美
かすみ

1,2、栗村　朋子 1,2、山下　和彦 2、村川　亜光 1,2、津田　瑞季 1,2、田口　真也 3、 
　山本　和宏 2、大村　友博 2、矢野　育子 2 
1 神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センター薬剤室、 
2 神戸大学医学部附属病院薬剤部、 
3 神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センター麻酔科 

P1-107      食道癌術後の食欲不振に対し低用量のスルピリドが早期に著効した 1例 
○宮本
みやもと

　美咲
みさき

1、藏本　裕信 1、松本　辰也 2、権藤　直人 1 
1 地方独立行政法人 明石市立市民病院 医療技術部 薬剤課、 
2 地方独立行政法人 明石市立市民病院 外科 

P1-108      当院における術後疼痛管理チームへの薬剤師の関わりについて 
○安田

やすだ

　華奈
か な

、浦西　洋彰、治田　匡平、重田　純一、谷田　　彩、小川恵美子、池田　和之 
奈良県立医科大学附属病院薬剤部 

P1-109      術後疼痛管理チーム加算算定への取り組みと今後 
○坂井

さかい

　孝行
たかゆき

1、浦野　雅也 1、岡田　敏雄 2、篠原　顕治 3 
1 伊那中央病院　薬剤部、2 伊那中央病院　看護部、3 伊那中央病院　診療部　麻酔科 

P1-110      周術期薬剤管理加算取得への取り組みと今後の課題 
○平野

ひらの

　美優
みゆう

、公門　法子、石本　学司、中浴　伸二、田中　詳二 
神戸市立医療センター西市民病院薬剤部 

P1-111      術後疼痛管理に用いる経静脈的自己調節鎮痛法の使用実態調査 
○野村

のむら

　麻友
ま ゆ

、山内　舞香、多留木崇志、三松　史野、本多　伸二、小野　　勝 
地方独立行政法人京都市立病院機構京都市立病院薬剤科 



49

挑戦・進化・革新 ～DX時代に求められる薬剤師～

　■ 一般演題（ポスター発表） 15　妊婦・授乳婦 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-112      京都市立病院における妊娠可能女性へのﾚﾆﾝ-ｱﾝｼﾞｵﾃﾝｼﾝ系阻害薬の処方実態お
よび注意喚起確認状況調査 
○内藤
ないとう

　　舞
まい

、三松　史野、小野　　勝 
地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 薬剤科 

P1-113      妊娠初期深部静脈血栓症の加療中にヘパリン起因性血小板減少症を発症した1例 
○小川

おがわ

亜希子
あ き こ

1、後藤　愛実 1、居藤　亜弥 1、香山　琴音 1、永昜　洋子 2、藤田　太輔 2、 
　高山　仁実 3、星賀　正明 3、西原　雅美 1、根尾　昌志 1 
1 大阪医科薬科大学病院 薬剤部、2 大阪医科薬科大学病院 産科･生殖医学科、 
3 大阪医科薬科大学病院 循環器内科 

P1-114      硬膜穿刺後頭痛（PDPH）に対してカフェインを投与した症例 
○林
はやし

　　基世
もとよ

 
医療法人財団今井会 足立病院 

P1-115      FAERS を用いた妊婦のオルリスタット使用における医薬品安全性シグナルの
検出 
○酒井

さかい

　隆全
たかまさ

1、森　　千与 1,2、深谷さおり 3、大津　史子 1 
1 名城大学薬学部医薬品情報学研究室、2 エンジェルベルホスピタル、 
3 愛知医科大学病院薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 16　その他 1 
1 月 27 日（土）　18:20～19:10　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P1-116      院内医薬品供給システム導入における業務の効率化とその影響 
○岡本
おかもと

　典久
もとひさ

1、大里　真一 2、佐原　　守 3、満友　良介 1 
1 医療法人南労会紀和病院薬剤部、2 医療法人南労会本部医療情報室、 
3 医療法人南労会本部経営企画室 

P1-117      地域医療機能推進機構（JCHO）のスケールメリットを活かした多施設合同薬
物療法カンファレンスの開催とその有用性 
○小山

こやま

　貴士
よしひと

1、植田　　徹 2、伊藤　　優 3、渡部　雄二 4、大井　隆広 5、浦嶋　和也 6、 
　木村　　仁 7、北澤　文章 2、辻川　正彦 4,8 
1JCHO星ヶ丘医療センター薬剤部、2JCHO大和郡山病院薬剤部、3JCHO滋賀病院薬剤部、
4JCHO大阪病院薬剤部、5JCHO京都鞍馬口医療センター薬剤部、 
6JCHO大阪みなと中央病院薬剤部、7JCHO神戸中央病院薬剤部、 
8JCHO近畿四国地区薬事専門職 

P1-118      災害時対応の勉強会実施による理解度変化の評価 
○濱咲
はまさき

　萌
もえ

、中野　未悠、中原　奈緒、奥村　大喜、尾崎　智規、石巻　靖弘、松浦　秀和、
生島　繁樹 
奈良県総合医療センター 

P1-119      当院における左室駆出率が低下した心不全患者に対するベルイシグアトの使用
状況 
○谷口
たにぐち

　仁孝
のりたか

 
福井循環器病院 薬剤科 
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P1-120      急性期病院における骨折リエゾンサービス～薬剤師の役割～ 
○山田

やまだ

　彩加
あやか

、川嶋　慶子、中塚　美穂、樹下　恵子、宮脇　康至 
大阪府済生会千里病院　薬剤部 

P1-121      明石医療センター薬剤科における定期的な症例カンファレンスの実施について
の現状報告 
○岩崎
いわさき

　克也
かつや

、寺沢　匡史 
明石医療センター　薬剤科 

P1-122      業務改善について 
○川口
かわぐち

　興樹
こうき

、福田　郁子、萬谷　美和、宮本　　耕 
公益社団法人地域医療振興協会　有田市立病院 

P1-123      肝臓病教室での薬剤師による新たな取り組み 
○山田

やまだ

　直輝
なおき

1、金安真由子 1、櫻井　明子 1、村田和歌子 1、安達　嘉織 1、合田　泰志 1、 
　正井　静香 2、廣畑　成也 3、尹　　聖哲 3 
1 兵庫県立加古川医療センター薬剤部、2 兵庫県立加古川医療センター看護部、 
3 兵庫県立加古川医療センター消化器内科 

P1-124      災害時初期行動の統制を目指した病院薬剤師アクションカードの作成 
○川村
かわむら

　真友
ま ゆ

、山下　悠希、朝日　智也、山口有香子、野田　明宏、田辺　和史 
日本赤十字社和歌山医療センター 薬剤部 

P1-125      当院の外来透析患者の服薬状況と今後の課題　第一報 
○案浦
あんのうら

　玲奈
れいな

1、林　　千麗 1、津川　大吾 2、乾　　恵美 3、川上　享弘 3 
1 康生会武田病院　薬局、2 康生会武田病院　臨床工学科、3 康生会武田病院　血液透析科 

P1-126      新卒薬剤師における病院就職への阻害要因の探索 
○炭
すみ

　昌樹
まさき

1、原田　　勉 2、上西　幸治 1、池田　義人 1、森田　真也 1 
1 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、2 神戸大学経営学研究科 
 

　■一般演題（ポスター発表） 17　調剤関連業務 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-001      院内疑義照会簡素化プロトコル導入後の医師・薬剤師の業務効率化の評価 
○西岡
にしおか

　達也
たつや

1、山口　佳那 1、山口真衣子 1、亀位　耕平 1、西村　知恭 1、杉本　由起 1、 
　松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院 薬剤部、2 和歌山県立医科大学　薬学部 

P2-002      レナリドミド監査時チェックシート導入前後の疑義照会の変化 
○佐竹

さたけ

　智規
ともき

、江島　智彦、加藤　良隆、堀内あす香、藤田　敦夫、岡橋　孝侍、友金　幹視 
京都第二赤十字病院 　薬剤部 

P2-003      高額保冷医薬品の保管管理システムの導入と現状 
○中筋
なかすじ

　千佳
ち か

、豊田　悠二、白井　祐也、南山　啓吾、山本　靖子 
独立行政法人国立病院機構宇多野病院　薬剤部 

P2-004      当院における内服与薬準備係る運用方法変更について 
○北村
きたむら

　直樹
なおき

、出村明日佳、粕淵　一顕、梅永　真弓 
市立ひらかた病院　薬剤部 
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P2-005      当院における持参薬管理の運用方法変更について 
○粕淵
かすぶち

　一顕
かずあき

、田中　鉄也、西藤　弓弦、梅永　真弓 
市立ひらかた病院 
 

　■一般演題（ポスター発表） 18　病棟薬剤業務 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-006      ニンテダニブ入院導入患者に対する多職種連携による取り組み 
○和田

わ だ

　宜久
よしひさ

1、竹川　幸恵 2、平田　聡子 2、川口　翔子 2、村上由美子 2、朝倉　里菜 2、 
　鬼塚真紀子 2、森下　　裕 3、金銅　葉子 1 
1 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪はびきの医療センター薬局、 
2 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪はびきの医療センター看護部、 
3 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪はびきの医療センター呼吸器内科 

P2-007      当院における SGLT-2 阻害薬の使用状況調査 
○青木

あおき

　聖那
せ な

、細田　菜摘、大塚　悠伽、井角　　崇、奥田　　愛、林　　明仁 
京都済生会病院 薬剤部 

P2-008      せん妄・不眠症対策のために導入したストック薬の現状と今後 
○福田

ふくだ

　郁子
いくこ

、川口　興樹、萬谷　美和、宮本　　耕 
公益社団法人地域医療振興協会 有田市立病院 薬剤部 

P2-009      済生会和歌山病院整形外科入院患者の便秘薬適正使用に対する病棟薬剤師の介入 
○寺下
てらした

　佑香
ゆうか

、土屋　陽平、沼　奈緒美、片山　京子、小上　真司、山﨑　亮太、 
　澤本　成史、岡本　克文 
社会福祉法人恩賜財団済生会和歌山病院 薬剤部 

P2-010      市立柏原病院におけるCOVID-19 へのレムデシビル投与患者の評価と取組み 
○山下
やました

　幸大
ゆきひろ

、中市　里実、佐野　拓見、松本　美里、藤本明由美、台野　佳代 
市立柏原病院 

P2-011      NST専門薬剤師と新人病棟担当薬剤師の連携による栄養療法に関する取り組
みと評価 
○政処
まどころ

　多香
た か

、石谷　理紗、城山めぐみ、山根　正也、千原　里美、上田　　宏 
市立伊丹病院　薬剤部 

P2-012      ぺマフィブラート投与による脂肪性肝疾患患者の肝機能改善効果 
○又木

またき

　未来
み く

1、宮本　果歩 2、並村　澄子 1、上田　愛梨 1、中尾　啓子 1、大谷　　綾 1、 
　笹瀬　典子 1、金　　啓二 1、河内　正二 2、金　　秀基 3 
1 神戸朝日病院　薬剤科、2 神戸薬科大学　総合教育研究センター、3 神戸朝日病院　医局 

P2-013      ニンテダニブ導入クリニカルパスにおける薬剤師の取り組みと副作用発現状況
の調査 
○神谷

かみや

　祐果
ゆ か

1、北村　　栞 1、亀位　耕平 1、西村　知恭 1、吉田　　薫 1、松原　和夫 1,2、 
　中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院　薬剤部、2 和歌山県立医科大学　薬学部 

P2-014      当センターにおける心不全ケアチームの活動報告 
○西端
にしばた

　友里
ゆ り

1、高岡　知香 1、恩地紀美江 1、野田　明宏 1、多喜　和夫 1、田邊　和史 1、 
　豊福　　守 2 
1 日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部、2 日本赤十字社和歌山医療センター循環器内科 
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P2-015      進行期パーキンソン病患者への回復期リハビリテーション病棟からの退院に向
けた服薬支援 
○山口
やまぐち

　亜弓
あゆみ

1、髙屋　成利 2、冨松　幸子 1、西野　　薫 1、瀬尾　佳世 1、今井亜希子 1、 
　太田はるみ 1、橋本　康子 2 
1 千里リハビリテーション病院　薬剤師、2 千里リハビリテーション病院　医師 

P2-016      大腿骨骨折治療に対する 1α-OH-D3 投与後の評価 
○三好

みよし

　崇寛
たかのり

 
綾部市立病院薬剤部 

P2-017      婦人科領域の化学放射線療法における制吐剤の使用状況～ガイドラインに基づ
く悪心・嘔吐に対するフローチャート作成前後の比較～ 
○清水

しみず

　麻由
ま ゆ

1、中村加奈子 1、南　のどか 1、田中　雅子 1、六車　龍介 1、高橋　知孝 1、 
　汐谷　　恵 1、山下　美樹 2、江本　博子 2、福井由美子 1 
1 兵庫県立がんセンター　薬剤部、2 看護部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 19　TDM・薬物動態 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-018      バンコマイシンとピペラシリン/タゾバクタム併用時の急性腎障害にバンコマ
イシンの血中濃度-時間曲線下面積は関連するか？ 
○北井

きたい

　葉月
はづき

、川口　博資、森畑　直也、山下　佑麻、櫻井　紀宏、中村　安孝 
大阪公立大学医学部附属病院　薬剤部 

P2-019      経腸栄養剤がボリコナゾールの血中濃度に影響を与えたと考えられる 1例 
○平松
ひらまつ

　　優
ゆう

、和田　優花、瀬尾　遥奈、井角　　崇、堀　　雅博、林　　明仁 
京都済生会病院 薬剤部 

P2-020      バンコマイシンのTDMマニュアル化によるTDM業務の標準化と目標値達成
の検証 
○坂口
さかぐち

　雅弥
まさや

1、吉野　恭平 1、賀來　治香 1、山口真衣子 1、西村　知恭 1、松原　和夫 1,2、 
　中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学付属病院薬剤部、2 和歌山県立医科大学薬学部 

P2-021      抗菌薬TDMガイドライン改訂に対応するための取り組み 
○松田

まつだ

　美幸
みゆき

1、安田　佑紀 1,2、中井　真衣 2、大久保佳代 1、松井　俊典 1、浅田　香織 1、 
　重田　純一 1、谷田　　彩 1、小川恵美子 1、池田　和之 1 
1 奈良県立医科大学附属病院　薬剤部、2 感染管理室 

P2-022      バンコマイシンVCM血中濃度が 20μg/mLを超えた症例に関する検討 
○福井

ふくい

　承子
しょうこ

、中新　未来、上田　展代 
社会医療法人若弘会 若草第一病院　薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 20　院内製剤・製剤試験 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-023      液中パーティクルカウンタを用いた院内製剤注射剤の品質評価 
○原
はら

　　伸輔
しんすけ

、樋口渓一郎、米村　俊哉、松井　浩子、前田真一郎、奥田　真弘 
大阪大学医学部附属病院　薬剤部 
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P2-024      大阪大学医学部附属病院における院内製剤滅菌 0.2％ミノサイクリン軟膏の長
期使用についての実態調査 
○樋口

ひぐち

渓一郎
けいいちろう

、松井　浩子、原　　伸輔、米村　俊哉、前田真一郎、奥田　真弘 
大阪大学医学部附属病院薬剤部 

P2-025      美容外来における薬剤の適正在庫管理 
○長尾

ながお

　雅代
まさよ

、藤永　仁美、高橋　知孝、汐谷　　恵、福井由美子 
兵庫県立がんセンター 薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 21　医薬品情報 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-026      医薬品情報の提供媒体から考える資源の適正使用～紙媒体から電子媒体へ～ 
○酒井

さかい

　美理
み り

、伊藤　俊和、高橋　　有、安倍さつき、尾上　雅英 
公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院　薬剤部 

P2-027      当院における院内フォーミュラリの実態について 
○永澤
ながさわ

　佑佳
ゆ か

、一戸　集平、内藤　義博 
国立病院機構 仙台医療センター 薬剤部 

P2-028      当院における慢性心不全患者に対するベリキューボ錠R（イベルシグアト）使
用状況について 
○手操

てぐり

　里奈
り な

、東山　未来、田原　由貴、板持　美憂、北川　誠子、前原　大輔、 
　寺崎　展幸、藤原　康浩、本間久美子 
兵庫県立はりま姫路総合医療センター 薬剤部 

P2-029      当院の第三世代抗てんかん薬ビムパットの使用状況と副作用の調査 
○親川
おやかわ

　奈未
な み

、河野　敦志、堀岡　寿世、竹内　昌司 
社会医療法人清恵会清恵会病院薬剤科 
 

　■一般演題（ポスター発表） 22　相互作用 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-030      イトラコナゾール影響下でパクリタキセル投与後に遷延する 重篤な好中球減
少を来した乳癌の一例 
○藤井

ふじい

日加里
ひ か り

1、早田　千容 1、北田　徳昭 1、片田　佳希 1、池見　泰明 1、今吉　菜月 1、 
　津田　真弘 1、中川　俊作 1、川島　雅央 2、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院　薬剤部、2 京都大学医学部附属病院　乳腺外科 

P2-031      兵庫県立こども病院におけるワルファリン使用患者の抗菌薬投与によるPT-
INR値への影響 
○澁谷
しぶたに

　菜月
なつき

、網代　千慧、田中　智啓、多々見俊輔、礒元　啓吾、末森千加子、 
　河原　香織、石田　達彦 
兵庫県立こども病院 薬剤部 

P2-032      乳癌化学療法中にタクロリムス血中濃度変動が認められた 1症例 
○野田

の だ

　明宏
あきひろ

1、森本奈緒美 1、星田　唯史 1、藤原大一朗 1、眞下　惠次 1、和田　祥明 1、 
　多喜　和夫 1、田辺　和史 1、鳥井　雅恵 2、桂　　敏也 3 
1 日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部、2 日本赤十字社和歌山医療センター乳腺外科、 
3 立命館大学薬学部 
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　■一般演題（ポスター発表） 23　有害事象・副作用 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-033      持参薬再開により発症した低カリウム血症の一例 
○山田

やまだ

　楓華
ふうか

、高木　真吾、志野　訓之、野村　泰生 
済生会中和病院薬剤部 

P2-034      アミノレブリン酸塩酸塩顆粒剤の使用による血圧変動要因についての調査 
○今西
いまにし

　絢子
あやこ

、中井　里奈、内田瑛里佳、山岡　千穂、川端　美穂、木村　真策 
愛仁会 高槻病院 

P2-035      術後に再開した SGLT2 阻害薬により発症したケトアシドーシス 
○毛利

もうり

　麻乃
あさの

、野口亜由美、濱中　　努 
社会医療法人三栄会ツカザキ病院 

P2-036      補助人工心臓（EXCORR）装着中の小児症例 3例へのテジゾリド使用時の安
全性に関する報告 
○小畑

こばた

　光治
こうじ

1、中藏伊知郎 1、加藤　あい 1、小山　真季 1、西中川　遥 1、上野　智子 1、 
　中野　一也 1、坂本　麻衣 1、黒嵜　健一 2 
1 国立循環器病研究センター　薬剤部、2 国立循環器病研究センター　小児循環器内科 

P2-037      メトトレキサートで関節リウマチを治療中に副作用である骨髄抑制と口内炎を
発症した一症例 
○上杉
うえすぎ

　拓也
たくや

、田口　喜章、横田　忍之、谷本　奏子、生賀　悦子、亀井　　武、 
　水谷　友里、平林　拓也 
社会医療法人黎明会 北出病院　薬剤科 

P2-038      Random Forest アルゴリズムを利用した抗生剤の肝障害発生リスクの網羅的
探索 
○村田

むらた

　　晶
あきら

、阪野　和重、谷畑悠起子、野尻　真帆 
公立那賀病院 薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 24　緩和ケア 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-039      ナルデメジンの治療効果に影響を及ぼす要因についての検討 
○中谷
なかたに

　健一
けんいち

、村上　佳愛、金子　昌平、長谷川　豊 
市立貝塚病院 薬剤部 

P2-040      オピオイドスイッチング時の薬剤師の介入について 
○山田

やまだ

　真由
ま ゆ

、八道　智絵、中林　真紀 
大阪府済生会吹田病院薬剤部 

P2-041      当院でのジクロフェナクナトリウム経皮吸収型製剤の使用実態調査 
○伊藤

いとう

　史穂
し ほ

 
兵庫県立尼崎総合医療センター薬剤部 

P2-042      当院におけるアナモレリン塩酸塩錠の使用実態調査 
○八道

や じ

　智絵
ち え

、山田　真由、中林　真紀 
大阪府済生会吹田病院　薬剤部 
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P2-043      非がん患者の呼吸苦に対するモルヒネ導入量の検討 
○山内
やまうち

　舞香
まいか

、中村　津佳、内藤　　舞、佐分利美帆子、實光　由香、三松　史野、 
　小野　　勝 
地方独立行政法人京都市立病院機構京都市立病院薬剤科 

P2-044      緩和ケアにおいて適切な苦痛緩和が得られた一症例 
○谷本
たにもと

　奏子
かなこ

、田口　喜章、横田　忍之、生賀　悦子、上杉　拓也、亀井　　武、 
　水谷　友里、平林　拓也 
社会医療法人黎明会北出病院薬剤科 
 

　■ 一般演題（ポスター発表） 25　栄養管理・褥瘡 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-045      褥瘡の薬学的管理計画に及ぼすリスク因子の実態調査 
○東
あずま

　　克彌
かつや

1,5、弓場　淳子 2,5、餅田　友希 2,5、池上　理絵 3,5、長田　博光 4,5、北澤　文章 1 
1JCHO 大和郡山病院 薬剤部、2JCHO 大和郡山病院 看護部、 
3JCHO 大和郡山病院 栄養管理室、4JCHO 大和郡山病院 外科、 
5JCHO 大和郡山病院 褥瘡対策チーム 

P2-046      介護老人保健施設における褥瘡への関り 
○津田

つ だ

　愛子
あいこ

1,2 
1 介護老人福祉施設ケアセンター蒲生野、2 立命館大学 

P2-047      当院の褥瘡発生予防に対する取り組みの紹介 
○紀平

きひら

　遼子
りょうこ

1,3、澤田　美慧 1,3、加藤　優果 1,3、石塚　操樹 2,3、竹村　実紀 2,3、 
　樹下　恵子 1、中塚　美穂 1、宮脇　康至 1 
1 大阪府済生会千里病院 薬剤部、2 大阪府済生会千里病院　看護部、 
3 大阪府済生会千里病院　褥瘡対策チーム 

P2-048      ポケットを有する褥瘡に対し処方提案で奏功した症例 
○中野

なかの

　　元
はじめ

、糺　　由美、安逹　　涼、東　　裕子、鈴木　晴花、宮崎　智子 
医療法人社団菫会 名谷病院 薬局 

P2-049      コンクリート接触による熱傷にNST介入を行った 1例 
○三宅

みやけ

美有紀
み ゆ き

1,2、森　　友美 2、庄野　剛史 2、中　　啓吾 2、下川　福子 1 
1 独立行政法人労働者健康安全機構　和歌山労災病院　薬剤部、 
2 独立行政法人労働者健康安全機構　和歌山労災病院　NST 

P2-050      プレアボイド事例を通じて変化した栄養療法への薬剤師の関わり 
○山本
やまもと

有希子
ゆ き こ

、岡田　亮輔、池内　愛美、藤田華菜子、寺島　彩花、山村　由羽、 
　松廣　祐子、小倉　輝正 
大阪暁明館病院 薬剤科 

P2-051      当院における脂肪乳剤の使用実態および適正使用への薬剤師の取り組み 
○岩尾

いわお

　紘希
ひろき

、大津佐和子、和久　裕尚、安田　智之、池井　　健、堀部　正記、辻本　純子 
神戸赤十字病院薬剤部 
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　■ 一般演題（ポスター発表） 26　糖尿病領域 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-052      2 型糖尿病におけるイメグリミン導入 3か月間での使用成績調査 
○大村
おおむら

　麻緒
ま お

1、中島　未稀 1、山崎美由紀 1、山崎　直樹 1、窪田　美紀 1、中尾　將彦 1、 
　細井　雅之 2、森　　宏幸 1 
1 大阪市立総合医療センター薬剤部、2 大阪市立総合医療センター糖尿病内科 

P2-053      医師主導の経口セマグルチドの研究に介入したことで判明した遵守率低下に繋
がる問題点の検討 
○奥田

おくだ

可奈子
か な こ

1、辻野　景子 1、河野　敦志 1、堀岡　寿世 1、竹内　昌司 1、小津　寛子 2、 
　宮﨑　清美 3、宮脇　正博 4、野村　美枝 4 
1 清恵会病院 薬剤科、2 清恵会病院　臨床心理室、3 清恵会病院　看護部、4 清恵会病院　内科 
 

　■一般演題（ポスター発表） 27　がん領域 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-054      大阪市立総合医療センターにおけるニラパリブの有害事象発現調査 
○石井

いしい

　寿佳
じゅか

、長底　利恵、斉藤　瑞歩、山崎　直樹、中尾　將彦、森　　宏幸 
地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター　薬剤部 

P2-055      外来化学療法における施設間（病院-薬局）連携業務の患者満足度に与える影
響について 
○山下
やました

　慎司
しんじ

、光家　　勉、中村　　緑、上田　豊実 
大津赤十字病院　薬剤部 

P2-056      再発難治性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫に対するPola-BR 療法の後方視
的検討 
○髙垣
たかがき

　俊貴
としき

、松野　美都、森田　彩花、黒松　　誠、梶田　貴司、奥野　智之 
公益財団法人天理よろづ相談所病院　薬剤部 

P2-057      膵臓がん患者に対するGEM＋nab-PTX療法による好中球減少のリスク因子解析 
○阿部

あ べ

　礼奈
れいな

1、吉田早希 1、増田　義雄 1、池末　裕明 1、平畠　正樹 1、橋田　　亨 1、 
　猪熊　哲朗 2、安井　久晃 3、室井　延之 1 
1 神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部、2 神戸市立医療センター中央市民病院　消化器
内科、3 神戸市立医療センター中央市民病院　腫瘍内科 

P2-058      好酸球比率低値はトラスツズマブBSによるインフュージョンリアクションの
予測因子となりうるか 
○乾
いぬい

　友梨香
ゆ り か

1、高橋　正也 1,2、中村　安孝 1 
1 大阪公立大学医学部附属病院　薬剤部、 
2 大阪公立大学医学部附属病院　医療の質・安全管理部 

P2-059      抗コリン作用薬使用禁忌患者におけるパクリタキセル過敏症対策としてのベポ
タスチンの有用性 
○中野

なかの

　未悠
み ゆ

1、堀　　智貴 1,2、尾崎　智規 1、吉岡奈津恵 1、生島　繁樹 1 
1 地方独立行政法人奈良県総合医療センター薬剤部、2 神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野 

P2-060      薬剤師による休日抗がん剤調製に関する課題検討について 
○西田

にしだ

　宗貴
むねたか

、西岡　達也、佐藤　浩二、藤本　史朗 
八尾市立病院 
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P2-061      切除不能膵がんに対する S-IROXの使用状況及び安全性の評価 
○江川

えがわ

　英毅
ひでき

1、上田　雄司 1、西村　知恭 1、亀位　耕平 1、佐野　尚平 1、嶋本めぐみ 1、 
　伊藤　雄大 2、須野　　学 2、松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院　薬剤部、2 和歌山県立医科大学　薬学部 

P2-062      移植非適応多発性骨髄腫におけるイキサゾミブ単剤維持療法の有害事象発現状
況調査 
○大井

おおい

　隆広
たかひろ

1、淵田　真一 2、島崎　千尋 2、瀧　　紹代 1 
1JCHO京都鞍馬口医療センター　薬剤部、2JCHO京都鞍馬口医療センター　血液内科 

P2-063      当院における複合免疫療法の実態調査　～第 3報～ 
○濵武
はまたけ

　清範
きよのり

、松田ちひろ、野間　敏也、橋本　仁美、奥村　優介、兼行　祐奈、 
　松本　弘誠、仲　　忠士、美和　孝之、小島　一晃 
高槻赤十字病院　薬剤部 

P2-064      がん遺伝子パネル検査における検査会社とがんゲノム情報管理センターより返
却されるレポートに記載される臨床試験情報の比較検討 
○大野

おおの

　智里
ちさと

 
日本赤十字社和歌山医療センター 

P2-065      免疫チェックポイント阻害薬投与患者を対象とした診察前面談の取り組み 
○廣瀬

ひろせ

　孝一
こういち

、呉山　友教、名嘉　康平、鶴田　和樹、金田　典子、山下剛史郎、満田　正樹 
独立行政法人労働者健康安全機構 大阪労災病院 薬剤部 

P2-066      がん化学療法によってHBV再活性化した 4症例 
○佐田

さ だ

　竜尚
たつひさ

1、飯田　正人 2、内山　幸子 1、永江　隆二 1、井戸　綾乃 1 
1 川崎病院　薬剤部、2 血液内科 

P2-067      連携充実加算に対するトレーシングレポートの現状について 
○呉山
くれやま

　友教
とものり

、中川　夕芽、名嘉　康平、鶴田　和樹、廣瀬　孝一、山下剛史郎、満田　正樹 
独立行政法人 労働者健康安全機構 大阪労災病院 薬剤部 

P2-068      当院における抗がん薬バイオ医薬品の Infusion Reaction の発現状況 　～3種
の先行バイオ医薬品とバイオシミラーの比較～ 
○大本
おおもと

奈緒子
な お こ

、中川　幸紀、細　　直子、下川　福子 
独立行政法人労働者健康安全機構　和歌山労災病院　薬剤部 

P2-069      多職種で行う免疫関連有害事象マネジメントの仕組みの構築 
○野村

のむら

　幸世
ゆきよ

1、大井　隆広 1、平山　恵子 2、森本　吉恵 3、初瀬　真弓 4、瀧　　紹代 1 
1JCHO京都鞍馬口医療センター 薬剤部、2JCHO京都鞍馬口医療センター 看護部、 
3JCHO京都鞍馬口医療センター 呼吸器内科、4JCHO京都鞍馬口医療センター 血液内科 

P2-070      当院におけるセミプリマブの使用実態調査 
○舩越
ふなこし

　沙紗
さしゃ

 
兵庫県立がんセンター 

P2-071      エベロリムスによる有害事象発現状況調査および治療効果の検討 
○大迫
おおさこ

　宏樹
ひろき

、角川　幸男、清水　克次、長谷川聡司、竹田　健志、髙木　麻里 
大阪国際がんセンター　薬局
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P2-072      肝細胞癌に対するレゴラフェニブの副作用発現状況調査及び開始用量による有
効性の検討 
○小坂

こさか

なつ美
み

、角川　幸男、藤川　郁世、長谷川聡司、竹田　健志、髙木　麻里 
大阪国際がんセンター　薬局 

P2-073      びまん性大細胞型B細胞リンパ腫におけるポラツズマブ べドチンの副作用の
単一施設での後方視的検討について 
○橋本
はしもと

　百世
ももよ

、見田秋与志、岡本　禎晃 
市立芦屋病院 薬剤科 
 

　■一般演題（ポスター発表） 28　精神科領域 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-074      精神科リエゾンチームで介入した抗精神病薬による有害事象の一例 
○井上
いのうえ

　潤一
じゅんいち

、塩崎　　望、濵中　　努 
ツカザキ病院 薬剤科 

P2-075      高齢者のレンボレキサント錠投与量における忍容性の検討 
○早田

はやた

真理子
ま り こ

、中田　昭代、武田　智子、長谷川晃司 
京都中部総合医療センター薬剤部 

P2-076      精神科リエゾンチームにおける薬剤師介入事例からの適正使用についての取り
組み 
○田渕

たぶち

　宏典
ひろのり

1,3、大音三枝子 1,3、松石　邦隆 2,3、室井　延之 1 
1 神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部、 
2 神戸市立医療センター中央市民病院　精神神経科、 
3 神戸市立医療センター中央市民病院　精神科リエゾンチーム 

P2-077      精神科リエゾンチーム介入によって抗精神病薬が投与されたせん妄患者の退院
時における処方状況の調査 
○河野

こうの

　拓人
たくと

1、森本　良武 1、安原　沙織 2、辻井　聡容 1、中嶋　正博 1 
1 公立豊岡病院組合立 豊岡病院　薬剤部、2 公立豊岡病院組合立 豊岡病院　看護部 

P2-078      認知症ケアチームにおける薬学的介入の報告 
○平松
ひらまつ

　英司
えいじ

、村上　光季、松本　圭司 
京都岡本記念病院 

P2-079      ビペリデン塩酸塩錠1mg「ヨシトミ」供給停止による治療への影響に関する調査 
○原田

はらだ

　　学
まなぶ

、藤江　直輝、青木　　涼、横田　仁美、下村　好子、四方　佳美 
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪精神医療センター薬局 
 

　■一般演題（ポスター発表） 29　救急・集中治療領域 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-080      第 Xa 因子阻害剤エドキサバンを服用中に硬膜下血種を起こし、アンデキサネ
ットアルファを使用した 1症例 
○三宮
さんのみや

　千昌
ちあき

、奥村　智子、片岡　　聡、三木　優花、畑中　章吾、村岡　淳二 
京都田辺中央病院
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P2-081      当院での新生児集中治療室における薬剤師の関わり 
○中本
なかもと

　聖華
せいか

、森　くるみ、岡田　瑞希、門倉　史枝、岡本沙央理、末森千加子、 
　河原　香織、石田　達彦 
兵庫県立こども病院　薬剤部 

P2-082      薬剤部における急性中毒に関する問い合わせ対応の現状調査 
○吉村
よしむら

　昂樹
こうき

、川島　裕明、澤田　真嗣、友金　幹視 
京都第二赤十字病院薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 30　リスクマネージメント 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-083      入院患者における転倒・転落事例と内服薬との関連性調査 
○富山
とみやま

　志帆
し ほ

1、田中　眞美 2、中川　幸紀 1、奥下　梨賀 1、瀧浪　靖子 1、下川　福子 1 
1 独立行政法人 労働者安全機構 和歌山労災病院　薬剤部、 
2 独立行政法人 労働者安全機構 和歌山労災病院　医療安全管理室 

P2-084      当院におけるプレアボイド報告体制構築について 
○山尾

やまお

　尚輝
なおき

、安田　佑紀、浅田　香織、重田　純一、谷田　　彩、小川恵美子、池田　和之 
奈良県立医科大学附属病院薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 31　ポリファーマシー 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-085      心不全患者における退院時薬剤数と 1年以内の再入院との関連についての検討 
○津守

つもり

　志佳
ゆきか

1、中野　剛志 1、山本　圭城 1、藤井　一美 1、安井友佳子 2、石坂　敏彦 2 
1 堺市立総合医療センター　薬剤科、2 堺市立総合医療センター　薬剤・技術局 

P2-086      回復期リハビリ病棟において薬剤師が関与することで処方の適正化につながっ
た一症例 
○中山
なかやま

穂乃花
ほ の か

、菊井　伴美、伊藤有佳子、池田　桂子、行本　拓史 
山本第三病院 薬剤部 

P2-087      済生会和歌山病院におけるポリファーマシー該当患者に関する調査と取り組み 
○片山
かたやま

　京子
きょうこ

、土屋　陽平、沼　奈緒美、小上　真司、寺下　佑香、山﨑　亮太、 
　澤本　成史、岡本　克文 
社会福祉法人恩賜財団済生会和歌山病院　薬剤部 

P2-088      疑義照会簡素化プロトコルを活用した高齢者の残薬調整の影響因子調査 
○及川
おいかわ

　悠衣
ゆ い

、澤田　奈々、多田　純平、関口　知弘、上田　善美、山口　志郎、 
　野田　拓誠、田村　憲昭、原　　伸好、宮部　貴識 
国立病院機構舞鶴医療センター薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 32　地域医療連携 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-089      当院における退院時薬剤情報連携加算取得状況と薬剤管理サマリーの有効性に
ついて 
○本屋敷

もとやしき

尚紀
なおき

、梅永　真弓 
市立ひらかた病院 
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P2-090      兵庫県立西宮病院の大腿骨近位部骨折患者における骨粗鬆症薬の継続率について 
○乾
いぬい

　結萌子
ゆ め こ

、丸本　一希、佐野　隆大、井上　智恵、西窪奈津子 
兵庫県立西宮病院　薬剤部 

P2-091      トレーシングレポートの現状調査 
○伊藤

いとう

　千夏
ちなつ

1、倍味亜矢子 1、佐武喜美子 1、足立　哲也 1、市橋　亜季 1、柏木　彩花 1、 
　引地　晴香 1、川崎　文雄 1、辻本　吉広 2 
1 社会医療法人愛仁会 井上病院薬剤科、2 社会医療法人愛仁会井上病院診療部 

P2-092      トレーシングレポートから見た、かかりつけ薬局による外来化学療法患者への
介入傾向 
○安倍

あ べ

さつき、伊藤　俊和、高橋　　有、尾上　雅英 
公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院 薬剤部 

P2-093      地域連携における入院時薬剤情報連携書の有用性の検討 
○岡
おか

　　悠加
はるか

、久岡　清子、増田　博也、澤口　友紀、吉川　真央、井上　　萌 
育和会記念病院 

P2-094      退院患者に対する「薬剤管理サマリー」作成のためのアンケート調査の実施 
○八尾

や お

　浩生
ひろお

、野際　俊希、三宅美有紀、尾崎　加織、稲葉　静香、藤井　美紀、 
　岡田　雅弥、加藤　　綾、下川　福子 
独立行政法人 労働者健康安全機構 和歌山労災病院 

P2-095      院外処方疑義照会簡素化プロトコルを導入による疑義照会業務の負担軽減効果 
○吉田

よしだ

　加代
か よ

1、小川　明里 1、越野　明花 1、松本　美緒 1、長戸　大空 2、立花　京香 1、 
　西村美馨子 1、鎌田理紗子 1、千﨑　康司 1、伊藤　功治 1 
1 総合大雄会病院　薬剤部、2 大雄会第一病院　薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 33　タスクシェア／タスクシフト 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-096      がん化学療法における病院薬剤師へのタスク・シフト/シェアの効果及び進展
へのキーポイント：インタビュー調査 
○幾田

いくた

　慧子
けいこ

1、長縄　華子 1、米澤　　淳 1,2、岡田　　浩 3,4、眞中　章弘 5、西郷雅美子 1、 
　杉本　充弘 1、池見　泰明 1、寺田　智祐 1 
1 京都大学医学部附属病院　薬剤部、2 慶應義塾大学薬学部　統合臨床薬理講座、 
3 京都大学大学院医学研究科　社会健康医学専攻　健康情報学分野、 
4 和歌山県立医科大学薬学部　社会・薬局薬学研究室、 
5 国立国際医療研究センター　企画戦略局　研究医療部　研究開発連携室 

P2-097      薬剤師による持参薬代行処方が医療安全に及ぼす効果 
○福谷
ふくたに

　匡紘
まさひろ

、山田　智之、淺津　裕子、栗栖　章紘、西原　雅美、根尾　昌志 
大阪医科薬科大学病院 薬剤部 

P2-098      薬剤師業務のタスク・シフト/シェアの取り組み 
○北場

きたば

　秋恵
あきえ

、細田　敦規、坂本　麻衣、中野　一也、中藏伊知郎、上野　智子、川端　一功 
国立循環器病研究センター薬剤部 

P2-099      GLP-1 受容体作動薬入手困難時の当院薬剤部の外来対応 
○吉川
よしかわ

　真央
ま お

、久岡　清子、増田　博也、佐々木健志、澤口　友紀、川村　大輔、鹿沼　奈央 
育和会記念病院 
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P2-100      調剤室における薬剤師から非薬剤師へのタスクシフトとその効果 
○山口
やまぐち

真衣子
ま い こ

1、道山　里穂 1、御前紗代子 1、藤原　　大 1、西田　　華 1、吉野　恭平 1、 
　杉本　由起 1、松原　和夫 1,2、中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院薬剤部、2 和歌山県立医科大学薬学部 

P2-101      当院での下肢整形外科手術施行患者における静脈血栓塞栓症の発症抑制に用い
るエドキサバントシル酸塩水和物の投与量に関する調査 
○上地

かみぢ

沙也佳
さ や か

、河野　敦志、堀岡　寿世、竹内　昌司 
社会医療法人 清恵会病院　薬剤科 

P2-102      入力支援におけるタスク・シフト／シェアの取り組み 
○泉川
いずかわ

　博子
ひろこ

、吉本　佐紀、中井　優作、盛谷　翔太、八代　哲也、小牟田　豊 
西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院　薬剤部 

P2-103      当院における処方修正の内容と要望内容についての考察 
○加藤

かとう

　諭美
ゆ み

、伊勢　芳里、荒竹　春花、大橋満理奈、安村　風香、山田　真吾、 
　秋元　昂耀、湯月　翔太、淵上　尚彦、山口　瑞彦 
近江八幡市立総合医療センター　薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 34　周術期 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-104      神戸赤十字病院における術後疼痛管理チームの取り組み 
○和久

わ く

　裕尚
ひろたか

1、七條まりあ 1、池井　　健 1、堀部　正記 1、辻本　純子 1、高松　里香 2、 
　溝上　良一 3 
1 神戸赤十字病院薬剤部、2 神戸赤十字病院看護部、3 神戸赤十字病院麻酔科 

P2-105      周術期薬剤管理に関する当院の現状と課題 
○金山
かなやま

　瑞穂
みずほ

、原　　敬一、佐藤　直子、土井　啓員 
東邦大学医療センター佐倉病院　薬剤部 

P2-106      術後疼痛管理チームによる術後疼痛、術後嘔気・嘔吐の管理と薬剤師の役割 
○吉野

よしの

　恭平
きょうへい

1、吉田　　薫 1、山﨑　亮典 2、小森　麻由 3、三原　依子 3、谷口　勇気 3、 
　松原　和夫 4、中川　貴之 1 
1 和歌山県立医科大学附属病院　薬剤部、2 和歌山県立医科大学附属病院　麻酔科、 
3 和歌山県立医科大学附属病院　看護部、4 和歌山県立医科大学薬学部 

P2-107      術前患者に対する薬剤師による術前中止薬の確認の重要性 
○河野

こうの

　宏亮
ひろあき

1、藤原　　大 1、山口　佳那 1、山口真衣子 1、杉本　由起 1、松原　和夫 1,2、 
　中川　貴之 1,2 
1 和歌山県立医科大学附属病院　薬剤部、2 和歌山県立医科大学　薬学部 

P2-108      周術期における Sodium glucose co-transporter 2 阻害薬の適正な休薬に関す
る現状調査 
○中井

なかい

梨華子
り か こ

、川島　裕明、澤田　真嗣、大坪　達弥、友金　幹視 
京都第二赤十字病院 薬剤部 

P2-109      周術期におけるSGLT2阻害薬の休薬状況及び継続服用患者の術後ケトアシドー
シスの発症状況の調査 
○平田

ひらた

真利子
ま り こ

、西澤　英之、三宅　純子、吉岡奈津恵、生島　繁樹 
奈良県総合医療センター 薬剤部 
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P2-110      術後悪心嘔吐の予防目的で投与されたオンダンセトロンとグラニセトロンの予
防効果の比較検討 
○田中

たなか

　紗織
さおり

、中逵　　穂、西澤　英之、酒井　直子、吉岡奈津恵、松浦　秀和、生島　繁樹 
奈良県総合医療センター 薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 35　妊婦・授乳婦 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-111      他職種からの授乳中の薬の使用に関する問い合わせ内容の解析 
○中川
なかがわ

　朋代
ともよ

、堤　　美帆 
社会福祉法人石井記念愛染園附属　愛染橋病院　薬剤科 

P2-112      ブレクスピプラゾール、クエチアピンおよびリスペリドンを服用中の妊婦とそ
の児における薬物動態の評価 
○小西

こにし

　　徹
とおる

1、北廣　優実 1、藤原　尚子 1、山本　和宏 1、糸原光太郎 1、藤岡　一路 2、 
　今福　仁美 3、大塚　郁夫 4、大村　友博 1、矢野　育子 1 
1 神戸大学医学部附属病院　薬剤部、2 神戸大学医学部附属病院　小児科、 
3 神戸大学医学部附属病院　産科婦人科、4 神戸大学医学部附属病院　精神科神経科 

P2-113      マタニティクラスへの薬剤師の関わり～妊娠から産後までの薬に関する動画の
作成～ 
○宮崎
みやざき

　英香
あやか

、蛇渕　成美、木村　朋未、山下　悠希、山口有香子、野田　明宏、田辺　和史 
日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部 

P2-114      妊婦・授乳婦への周術期の関わり 
○瀧浪
たきなみ

　靖子
のぶこ

、富山　志帆、野際　俊希、下川　福子 
独立行政法人 労働者健康安全機構 和歌山労災病院　薬剤部 
 

　■一般演題（ポスター発表） 36　医療 ICT・DX 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-115      標準用法導入と導入後の使用動向調査 
○松山
まつやま

　真範
まさのり

 
橋本市民病院 薬剤部 
 

　■ 一般演題（ポスター発表） 37　その他 2 
1 月 28 日（日）　11:40～12:30　ポスター会場（和歌山県立医科大学薬学部） 

P2-116      心不全療養指導士の活動報告 
○鹿沼

かぬま

　奈央
な お

、久岡　清子 
医療法人育和会 育和会記念病院 薬剤部 

P2-117      病棟担当薬剤師育成のためのクリニカルラダー導入 
○志村

しむら

　翔大
しょうた

、井澤　　香、原　　敬一、佐藤　直子、土井　啓員 
東邦大学医療センター佐倉病院　薬剤部 

P2-118      日本の薬物乱用防止教育に加えるべき新たな視点の検討-諸外国の薬物乱用防
止教育調査結果から学ぶ- 
○小川

おがわ

　大翔
やまと

、井上　まい、松平　栞奈、東　由美香、瀬ノ口智尋、長野　莉子、 
　正村　理人、首藤　　誠、高田　雅弘、三田村しのぶ 
摂南大学　薬学部　医療薬学研究室 
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P2-119      結節性硬化症に伴う心横紋筋腫に対し新生児期よりエベロリムスを投与した症
例への薬学的介入 
○岩崎
いわさき

　美友
み ゆ

1、永井絵里子 1、外山真理奈 1、浅原　章裕 1、石樋　康浩 1、大津由美子 1、 
　沖　　啓祐 2、石井陽一郎 3、柳原　恵子 2、望月　千枝 1 
1 大阪母子医療センター薬局、2 大阪母子医療センター小児神経科、 
3 大阪母子医療センター小児循環器科 

P2-120      災害時備蓄用医薬品の見直しに関する調査 
○小上

おがみ

　真司
しんじ

、土屋　陽平、沼　奈緒美、片山　京子、寺下　佑香、山﨑　亮太、 
　澤本　成史、岡本　克文 
社会福祉法人恩賜財団済生会和歌山病院　薬剤部 

P2-121      整形外科病棟におけるせん妄予防への取り組み 
○西平
にしひら

　和子
かずこ

1、和久　裕尚 1、藤本　貴之 2、岩田　佳子 2、川添　千愛 2、黒田　　綾 3、 
　大森　貴夫 4、辻本　純子 1 
1 神戸赤十字病院　薬剤部、2 神戸赤十字病院　看護部、3 神戸赤十字病院　心療内科、 
4 神戸赤十字病院　整形外科 

P2-122      骨粗鬆症リエゾンチームにおける薬剤師の取り組みについて 
○奥田

おくだ

　莉帆
り ほ

、重本　考太、吉岡美奈子、新　みゆき、倉谷建一郎、福森　洋之、樋野　光生 
奈良県西和医療センター薬剤部 

P2-123      インフルエンザワクチン在庫管理の適正化に向けた取り組み 
○三上

みかみ

　友寛
ともひろ

、冨岡　明絵、小川　暁生、門居　久嗣、淵上　尚彦、山口　瑞彦 
滋賀県近江八幡市立総合医療センター　薬剤部 

P2-124      不眠時における医師指示の統一化の取り組み　第一報 
○糸井

いとい

　正二郎
しょうじろう

、林　　千麗、篁　　綾香、西塚　秀明、仲嶋　勝喜、渡邉　裕子 
康生会武田病院　薬局 

P2-125      当院におけるサクビトリルバルサルタンの適正使用に関する調査 
○中村
なかむら

　友哉
ともや

1、安田　将樹 1、中村　俊之 1、野洌　孝二 1、小室　太郎 1,2 
1 市立長浜病院薬剤部、2 市立長浜病院脳神経外科 

P2-126      病院合併における薬剤科の軌跡と職員の意識変化　 
○前田

まえだ

　幸千恵
さ ち え

、細見　健悟、川上　翔雅、小牧佐知子、淺井　浩之 
川西市立総合医療センター 薬剤科
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